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本
会
は
３
月
23
日
千
葉
市
内
で
開
催

さ
れ
た
平
成
17
年
度
第
３
回
理
事
会
に

お
い
て
、
今
月
26
日
に
開
催
さ
れ
る
通

常
総
会
に
上
程
さ
れ
る
議
案
を
審
議

し
、
本
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算

の
原
案
が
決
定
し
た
。

以
下
は
、
そ
の
骨
子
。

事
業
計
画
（
案
）

■
基
本
方
針

日
本
経
済
は
緩
や
か
な
が
ら
も
回
復

基
調
に
あ
る
も
の
の
、
地
域
経
済
の
中

核
を
担
う
中
小
企
業
の
多
く
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
大
企
業
と

の
業
績
格
差
の
み
な
ら
ず
地
域
間
の
経

済
力
格
差
も
一
段
と
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

と
り
わ
け
、
規
制
緩
和
や
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
展
等
に
よ
り
、
地
域
の
産

業
・
商
業
の
集
積
を
形
成
し
、
技
術
・

技
能
の
伝
承
等
に
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
中
小
企
業
の
苦
悩
は
一
層

深
ま
り
を
見
せ
て
お
り
、
地
域
産
業
の

弱
体
化
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
現
在
の
中

小
企
業
政
策
は
競
争
原
理
に
基
づ
く
個

別
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
策
へ
と
軸

足
を
移
し
て
お
り
、
相
互
扶
助
と
協
同

の
力
に
よ
る
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
強

化
に
対
す
る
支
援
は
ま
す
ま
す
手
薄
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
、

都
道
府
県
向
け
国
庫
補
助
負
担
金
が
廃

止
さ
れ
、
地
域
中
小
企
業
組
織
へ
の
支

援
策
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
全
国
統
一

的
な
支
援
の
展
開
が
困
難
な
状
況
と
な

り
つ
つ
あ
る
。

事
業
協
同
組
合
を
は
じ
め
と
す
る
中

小
企
業
組
織
は
、
そ
の
共
同
事
業
を
通

じ
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
経
営
環

境
の
改
善
に
取
り
組
み
、
生
産
能
力
や

集
客
力
の
向
上
に
貢
献
し
、
中
小
企
業

の
経
営
基
盤
強
化
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。
今
後
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ら
の
機
能
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

今
こ
そ
、
地
域
経
済
と
中
小
企
業
が
置

か
れ
て
い
る
閉
塞
的
な
状
況
を
打
破
す

る
た
め
に
、
中
小
企
業
組
織
が
新
た
な

事
業
展
開
に
踏
み
出
し
、
そ
の
本
領
を

発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
小
企
業
組

合
と
そ
の
関
係
者
が
傾
注
し
て
き
た
真

摯
な
努
力
と
崇
高
な
精
神
に
新
た
な
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ
と
様
々
な
支
援
ツ
ー
ル
の

活
用
を
加
え
、
中
小
企
業
組
織
の
更
な

る
飛
躍
を
期
す
た
め
、
全
力
を
傾
注
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
認
識
と
決
意
の
も
と
、

47
都
道
府
県
中
央
会
と
全
国
中
央
会
が

一
層
の
連
携
と
一
体
感
を
高
め
、
以
下

の
課
題
に
向
け
積
極
的
に
活
動
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

■
既
存
中
小
企
業
組
織
の
充
実
・
強
化

盧
新
た
な
事
業
展
開
へ
の
支
援

盪
改
正
組
合
法
等
の
周
知
と
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
強
化
に
向
け
た
運
営
体
制
整
備
に

対
す
る
支
援

蘯
基
盤
技
術
を
担
う
中
小
企
業
者
へ
の

積
極
的
支
援

盻
中
小
企
業
組
合
に
よ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事

業
継
続
計
画
）
策
定
の
普
及
・
支
援

■
新
た
な
組
織
化
の
推
進

盧
新
規
組
合
の
設
立
促
進

盪
新
連
携
等
新
た
な
組
織
化
の
促
進

■
地
域
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
強
化

盧
中
小
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
活
性

化
へ
の
支
援

盪
雇
用
・
労
働
関
係
事
業
の
強
力
な
推

進
、
教
育
問
題
へ
の
積
極
的
関
与

漓
雇
用
・
労
働
関
係
事
業
の
強
力
な
推

進
滷
産
業
人
育
成
の
た
め
の
教
育
へ
の

積
極
的
な
関
与

蘯
中
小
企
業
組
合
等
を
基
盤
と
す
る
中

小
企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
促
進
に
向
け
た
支
援

■
中
小
企
業
・
中
小
企
業
組
合
運
動
の

強
化

■
中
央
会
の
指
導
機
能
の
強
化

盧
中
央
会
監
査
機
能
の
強
化
と
実
施
体

制
の
整
備

盪
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の

強
化

蘯
中
小
企
業
組
合
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
拡
充
・
的
確
な
運
用

□
中
小
企
業
連
携
組
織
対
策
事
業

盧
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
事
業

盪
指
導
員
等
研
究
会
事
業

蘯
中
小
企
業
大
学
校
研
修
事
業

盻
地
域
産
業
実
態
調
査
事
業

漓
労
働
事
情
実
態
調
査
滷
組
合
構
成
員

企
業
実
態
調
査
澆
多
角
的
連
携
推
進
懇

談
会
潺
連
携
組
織
推
進
懇
談
会
潸
組
合

等
活
性
化
懇
談
会
澁
新
設
組
合
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
究
会
澀
創
業
・
経
営
革

新
研
究
会
潯
創
業
支
援
制
度
普
及
推
進

研
究
会
潛
連
携
組
織
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
実
態
調
査
濳
連
携
組
織
基
盤
強
化
点

検
推
進
研
究
会

眈
組
合
活
性
化
情
報
提
供
事
業

眇
中
小
企
業
団
体
情
報
連
絡
員
の
設
置

眄
中
小
企
業
連
携
組
織
等
支
援
事
業

漓
組
合
管
理
者
等
講
習
会
滷
組
合
青
年

部
育
成
事
業
澆
女
性
経
営
者
等
育
成
事

業
潺
中
小
企
業
組
合
士
育
成
事
業
潸
連

携
組
織
活
性
化
事
業

□
事
業
運
営
補
助
事
業

盧
中
央
会
役
職
員
研
修
事
業

盪
協
調
事
業

蘯
専
門
委
員
会
の
開
催

盻
金
融
対
策
事
業

眈
不
振
組
合
再
建
指
導
強
化
事
業

眇
情
報
企
画
専
門
職
員
設
置
事
業

□
全
中
補
助
事
業

盧
小
企
業
者
組
合
に
対
す
る
実
地
指
導

盪
小
企
業
者
組
織
化
特
別
講
習
会

蘯
組
合
研
究
集
会
に
対
す
る
助
成

盻
モ
デ
ル
組
合
の
指
定
及
び
助
成

眈
官
公
需
問
題
懇
談
会

□
共
済
事
業

漓
小
規
模
企
業
共
済
滷
中
小
企
業
倒
産

防
止
共
済
澆
特
定
退
職
金
共
済
潺
経
営

者
総
合
保
障
共
済
潸
労
災
上
乗
せ
共
済

澁
個
人
年
金
共
済
澀
中
小
企
業
Ｐ
Ｌ
保

険
潯
自
動
車
共
済
潛
団
体
傷
害
保
険
濳

休
業
補
償
共
済

収
支
予
算
（
案
）

【
収
入
】

盧
会
費
４
６
４
０
万
円

盪
補
助
金
２
億
９
３
９
万
円

漓
国
庫
補
助
対
象
事
業
補
助
金
０
円
滷

千
葉
県
補
助
金
２
億
８
２
５
万
円
澆
全

中
特
定
事
業
補
助
金
１
１
４
万
円

蘯
分
担
金
４
０
３
万
円

盻
受
託
事
業
３
６
７
２
万
円

そ
の
他
を
含
む
合
計
３
億
６
５
７
万
円

【
支
出
】

盧
国
庫
補
助
対
象
事
業
費
０
円

盪
千
葉
県
補
助
対
象
事
業
費
２
億
３
７

２
０
万
円

漓
指
導
員
及
び
職
員
の
設
置
１
億
９
０

９
０
万
円
滷
連
携
組
織
対
策
事
業
費
補

助
金
３
２
９
２
万
円

蘯
全
中
補
助
事
業
１
２
５
万
円

盻
受
託
事
業
３
６
７
２
万
円

眈
管
理
費
３
０
８
０
万
円

予
備
費
を
含
む
合
計
３
億
６
５
７
万
円

平
成
18
年
度

事
業
計
画
案
ま
と
ま
る
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本
会
は
３
月
23
日
千
葉
市
内
で
開
催

さ
れ
た
平
成
17
年
度
第
３
回
理
事
会
に

お
い
て
、
今
月
26
日
に
開
催
さ
れ
る
通

常
総
会
に
上
程
さ
れ
る
議
案
を
審
議

し
、
本
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算

の
原
案
が
決
定
し
た
。

以
下
は
、
そ
の
骨
子
。

事
業
計
画
（
案
）

■
基
本
方
針

日
本
経
済
は
緩
や
か
な
が
ら
も
回
復

基
調
に
あ
る
も
の
の
、
地
域
経
済
の
中

核
を
担
う
中
小
企
業
の
多
く
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
大
企
業
と

の
業
績
格
差
の
み
な
ら
ず
地
域
間
の
経

済
力
格
差
も
一
段
と
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

と
り
わ
け
、
規
制
緩
和
や
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
展
等
に
よ
り
、
地
域
の
産

業
・
商
業
の
集
積
を
形
成
し
、
技
術
・

技
能
の
伝
承
等
に
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
中
小
企
業
の
苦
悩
は
一
層

深
ま
り
を
見
せ
て
お
り
、
地
域
産
業
の

弱
体
化
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
現
在
の
中

小
企
業
政
策
は
競
争
原
理
に
基
づ
く
個

別
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
策
へ
と
軸

足
を
移
し
て
お
り
、
相
互
扶
助
と
協
同

の
力
に
よ
る
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
強

化
に
対
す
る
支
援
は
ま
す
ま
す
手
薄
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
、

都
道
府
県
向
け
国
庫
補
助
負
担
金
が
廃

止
さ
れ
、
地
域
中
小
企
業
組
織
へ
の
支

援
策
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
全
国
統
一

的
な
支
援
の
展
開
が
困
難
な
状
況
と
な

り
つ
つ
あ
る
。

事
業
協
同
組
合
を
は
じ
め
と
す
る
中

小
企
業
組
織
は
、
そ
の
共
同
事
業
を
通

じ
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
経
営
環

境
の
改
善
に
取
り
組
み
、
生
産
能
力
や

集
客
力
の
向
上
に
貢
献
し
、
中
小
企
業

の
経
営
基
盤
強
化
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。
今
後
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ら
の
機
能
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

今
こ
そ
、
地
域
経
済
と
中
小
企
業
が
置

か
れ
て
い
る
閉
塞
的
な
状
況
を
打
破
す

る
た
め
に
、
中
小
企
業
組
織
が
新
た
な

事
業
展
開
に
踏
み
出
し
、
そ
の
本
領
を

発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
小
企
業
組

合
と
そ
の
関
係
者
が
傾
注
し
て
き
た
真

摯
な
努
力
と
崇
高
な
精
神
に
新
た
な
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ
と
様
々
な
支
援
ツ
ー
ル
の

活
用
を
加
え
、
中
小
企
業
組
織
の
更
な

る
飛
躍
を
期
す
た
め
、
全
力
を
傾
注
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
認
識
と
決
意
の
も
と
、

47
都
道
府
県
中
央
会
と
全
国
中
央
会
が

一
層
の
連
携
と
一
体
感
を
高
め
、
以
下

の
課
題
に
向
け
積
極
的
に
活
動
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

■
既
存
中
小
企
業
組
織
の
充
実
・
強
化

盧
新
た
な
事
業
展
開
へ
の
支
援

盪
改
正
組
合
法
等
の
周
知
と
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
強
化
に
向
け
た
運
営
体
制
整
備
に

対
す
る
支
援

蘯
基
盤
技
術
を
担
う
中
小
企
業
者
へ
の

積
極
的
支
援

盻
中
小
企
業
組
合
に
よ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事

業
継
続
計
画
）
策
定
の
普
及
・
支
援

■
新
た
な
組
織
化
の
推
進

盧
新
規
組
合
の
設
立
促
進

盪
新
連
携
等
新
た
な
組
織
化
の
促
進

■
地
域
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
強
化

盧
中
小
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
活
性

化
へ
の
支
援

盪
雇
用
・
労
働
関
係
事
業
の
強
力
な
推

進
、
教
育
問
題
へ
の
積
極
的
関
与

漓
雇
用
・
労
働
関
係
事
業
の
強
力
な
推

進
滷
産
業
人
育
成
の
た
め
の
教
育
へ
の

積
極
的
な
関
与

蘯
中
小
企
業
組
合
等
を
基
盤
と
す
る
中

小
企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
促
進
に
向
け
た
支
援

■
中
小
企
業
・
中
小
企
業
組
合
運
動
の

強
化

■
中
央
会
の
指
導
機
能
の
強
化

盧
中
央
会
監
査
機
能
の
強
化
と
実
施
体

制
の
整
備

盪
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の

強
化

蘯
中
小
企
業
組
合
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
拡
充
・
的
確
な
運
用

□
中
小
企
業
連
携
組
織
対
策
事
業

盧
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
事
業

盪
指
導
員
等
研
究
会
事
業

蘯
中
小
企
業
大
学
校
研
修
事
業

盻
地
域
産
業
実
態
調
査
事
業

漓
労
働
事
情
実
態
調
査
滷
組
合
構
成
員

企
業
実
態
調
査
澆
多
角
的
連
携
推
進
懇

談
会
潺
連
携
組
織
推
進
懇
談
会
潸
組
合

等
活
性
化
懇
談
会
澁
新
設
組
合
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
究
会
澀
創
業
・
経
営
革

新
研
究
会
潯
創
業
支
援
制
度
普
及
推
進

研
究
会
潛
連
携
組
織
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
実
態
調
査
濳
連
携
組
織
基
盤
強
化
点

検
推
進
研
究
会

眈
組
合
活
性
化
情
報
提
供
事
業

眇
中
小
企
業
団
体
情
報
連
絡
員
の
設
置

眄
中
小
企
業
連
携
組
織
等
支
援
事
業

漓
組
合
管
理
者
等
講
習
会
滷
組
合
青
年

部
育
成
事
業
澆
女
性
経
営
者
等
育
成
事

業
潺
中
小
企
業
組
合
士
育
成
事
業
潸
連

携
組
織
活
性
化
事
業

□
事
業
運
営
補
助
事
業

盧
中
央
会
役
職
員
研
修
事
業

盪
協
調
事
業

蘯
専
門
委
員
会
の
開
催

盻
金
融
対
策
事
業

眈
不
振
組
合
再
建
指
導
強
化
事
業

眇
情
報
企
画
専
門
職
員
設
置
事
業

□
全
中
補
助
事
業

盧
小
企
業
者
組
合
に
対
す
る
実
地
指
導

盪
小
企
業
者
組
織
化
特
別
講
習
会

蘯
組
合
研
究
集
会
に
対
す
る
助
成

盻
モ
デ
ル
組
合
の
指
定
及
び
助
成

眈
官
公
需
問
題
懇
談
会

□
共
済
事
業

漓
小
規
模
企
業
共
済
滷
中
小
企
業
倒
産

防
止
共
済
澆
特
定
退
職
金
共
済
潺
経
営

者
総
合
保
障
共
済
潸
労
災
上
乗
せ
共
済

澁
個
人
年
金
共
済
澀
中
小
企
業
Ｐ
Ｌ
保

険
潯
自
動
車
共
済
潛
団
体
傷
害
保
険
濳

休
業
補
償
共
済

収
支
予
算
（
案
）

【
収
入
】

盧
会
費
４
６
４
０
万
円

盪
補
助
金
２
億
９
３
９
万
円

漓
国
庫
補
助
対
象
事
業
補
助
金
０
円
滷

千
葉
県
補
助
金
２
億
８
２
５
万
円
澆
全

中
特
定
事
業
補
助
金
１
１
４
万
円

蘯
分
担
金
４
０
３
万
円

盻
受
託
事
業
３
６
７
２
万
円

そ
の
他
を
含
む
合
計
３
億
６
５
７
万
円

【
支
出
】

盧
国
庫
補
助
対
象
事
業
費
０
円

盪
千
葉
県
補
助
対
象
事
業
費
２
億
３
７

２
０
万
円

漓
指
導
員
及
び
職
員
の
設
置
１
億
９
０

９
０
万
円
滷
連
携
組
織
対
策
事
業
費
補

助
金
３
２
９
２
万
円

蘯
全
中
補
助
事
業
１
２
５
万
円

盻
受
託
事
業
３
６
７
２
万
円

眈
管
理
費
３
０
８
０
万
円

予
備
費
を
含
む
合
計
３
億
６
５
７
万
円

平
成
18
年
度

事
業
計
画
案
ま
と
ま
る
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こ
の
ほ
ど
、「
中
小
企
業
等
協
同
組
合

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
国

会
に
提
出
さ
れ
た
。

こ
れ
は
中
小
企
業
や
個
人
事
業
者
等

が
相
互
扶
助
精
神
に
基
づ
い
て
運
営
し

て
き
た
中
小
企
業
組
合
制
度
に
つ
い
て
、

近
年
、
そ
の
規
模
の
拡
大
や
事
業
の
多

様
化
に
伴
っ
て
、
組
合
が
破
綻
す
る
事

例
等
が
発
生
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

中
小
企
業
組
合
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
充
実

を
図
る
た
め
、「
中
小
企
業
等
協
同
組
合

法
」「
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る

法
律
」「
商
店
街
振
興
組
合
法
」
等
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
、
漓
中
小
企
業

組
合
の
自
治
運
営
を
効
果
的
に
機
能
さ

せ
る
た
め
の
措
置
（
監
事
の
権
限
強
化
、

員
外
監
事
制
度
の
導
入
及
び
余
裕
金
の

運
用
制
限
等
）
の
導
入
滷
中
小
企
業
組

合
に
よ
る
共
済
事
業
（
保
険
事
業
）
の

健
全
な
運
用
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置

（
準
備
金
に
関
す
る
規
定
の
整
備
、
健
全

性
に
関
す
る
基
準
の
導
入
、
外
部
監
査

の
導
入
及
び
業
務
・
財
務
に
関
す
る
説

明
書
類
の
公
衆
縦
覧
等
）
の
導
入
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

な
お
、
改
正
法
の
施
行
は
平
成
19
年

４
月
の
予
定
。
以
下
は
そ
の
概
要
。

事
業
協
同
組
合
の
性
格
・
特
質

盧
人
的
結
合
体

事
業
協
同
組
合
は
、
協
同
し
て
事
業

を
実
施
す
る
組
織
で
あ
る
た
め
、
人
と

人
と
の
結
び
つ
き
を
中
心
と
す
る
人
的

結
合
体
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
法
は
次
項
で
述
べ
る
「
協

同
組
合
原
則
」
に
お
い
て
、
相
互
扶
助
、

議
決
権
・
選
挙
権
の
平
等
、
加
入
脱
退

の
自
由
等
の
基
準
、
あ
る
い
は
出
資
口

数
の
制
限
等
に
よ
っ
て
こ
れ
を
担
保
し

て
い
る
。

盪
自
主
的
・
民
主
的
組
織
体

事
業
協
同
組
合
は
、
構
成
員
が
自
ら

の
意
思
に
よ
り
加
入
し
、
事
業
活
動
や

運
営
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
組
織
で
あ
り
自
主
的
・
民
主
的
組

織
体
で
あ
る
。
組
合
法
制
に
お
い
て
は
、

こ
れ
を
担
保
す
る
諸
規
定
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
真
に
効
果
あ
る
組
合
活
動
は
、

組
合
員
に
お
け
る
こ
れ
に
つ
い
て
の
自

覚
と
認
識
が
要
請
さ
れ
る
。

な
お
、
事
業
協
同
組
合
に
は
国
等
の

中
小
企
業
施
策
の
受
け
皿
・
媒
体
と
し

て
の
機
能
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
外

部
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
と
、
自
主
的

組
織
体
と
し
て
の
特
質
と
は
別
個
の
も

の
で
あ
る
こ
と
は
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。

蘯
事
業
の
特
性

事
業
協
同
組
合
は
、
中
小
企
業
者
が

協
同
し
て
事
業
を
行
な
う
組
織
で
あ
り
、

そ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
組
合
員
の
経
済

活
動
の
機
会
を
確
保
し
、
自
主
的
経
済

活
動
の
促
進
と
経
済
的
地
位
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
（
協
同

組
合
法
第
１
条
）。
し
た
が
っ
て
、
事
業

協
同
組
合
の
事
業
は
、
基
本
的
に
組
合

員
の
事
業
活
動
に
関
連
す
る
も
の
に
限

ら
れ
て
い
る
。

盻
事
業
の
広
範
性

事
業
協
同
組
合
の
事
業
は
、
組
合
員

の
事
業
活
動
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
れ

ば
概
ね
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
組

合
員
の
事
業
活
動
に
関
連
す
る
も
の
は
、

多
分
野
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、

生
活
向
上
の
た
め
の
事
業
も
実
施
で
き

る
の
で
、
そ
の
実
施
事
業
の
範
囲
が
、

他
の
中
小
企
業
組
合
に
比
べ
極
め
て
広

範
で
多
様
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
質
が
あ

る
。

眈
組
織
構
成
の
自
由
性

事
業
協
同
組
合
は
、
中
小
企
業
者
で

あ
る
こ
と
、
４
人
以
上
の
加
入
者
が
い

る
こ
と
が
組
織
上
・
構
成
上
の
要
件
で

あ
り
、
こ
の
要
件
を
満
た
す
限
り
、
構

成
に
つ
い
て
制
約
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、

組
織
構
成
に
お
い
て
広
範
な
自
由
性
が

認
め
ら
れ
て
お
り
、
多
様
な
組
織
化
が

可
能
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
質
が
あ
る
。

眇
普
遍
的
組
織

事
業
協
同
組
合
は
、
上
記
ま
で
の
事

項
の
よ
う
に
組
織
構
成
・
事
業
活
動
等

に
お
い
て
、
他
の
組
合
よ
り
制
約
・
制

限
が
少
な
く
、
広
く
中
小
企
業
に
利
用

さ
れ
得
る
内
容
を
持
つ
と
同
時
に
次
項

の
協
同
組
合
の
基
本
原
則
が
全
部
、
か

つ
、
純
粋
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
意
味

で
、
事
業
協
同
組
合
は
、
中
小
企
業
組

合
の
な
か
で
組
合
の
原
型
で
あ
り
基
本

的
組
合
で
あ
る
と
と
も
に
、
普
遍
的
組

合
で
あ
る
。

協
同
組
合
原
則

事
業
協
同
組
合
は
、
上
記
の
よ
う
に

中
小
企
業
の
各
種
組
合
組
織
の
基
本
で

あ
り
、
原
型
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

事
業
協
同
組
合
に
は
、
そ
の
組
織
・
運

営
の
規
範
・
基
本
方
針
と
し
て
、
次
の

協
同
組
合
原
則
が
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ

る
。

盧
相
互
扶
助
目
的

盪
加
入
・
脱
退
の
自
由

蘯
議
決
権
・
選
挙
権
の
平
等

盻
剰
余
金
配
当
の
基
準

剰
余
金
の
配
当
は
、
組
合
員
の
事
業

を
利
用
し
た
分
量
に
応
じ
、
又
は
年
１

割
（
企
業
組
合
２
割
）
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
払
い
込
み
済
み
出
資
額

に
応
じ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

眈
組
合
員
へ
の
直
接
奉
仕
の
原
則

組
合
は
、
組
合
員
の
事
業
を
共
同
事

業
に
よ
っ
て
補
完
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
組
織
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
事
業
は

組
合
自
体
の
利
益
追
求
で
は
な
く
、
組

合
員
に
直
接
効
果
を
与
え
る
こ
と
を
原

則
と
し
て
い
る
。

眇
政
治
的
中
立
の
原
則

協
同
組
合
の
実
態
の
変
遷

従
来
は
製
造
業
、
卸
・
小
売
業
な
ど

の
同
業
者
に
よ
る
共
同
経
済
事
業
（
共

同
生
産
、
共
同
販
売
、
共
同
購
買
等
）

や
金
融
事
業
（
商
工
中
金
か
ら
の
転
貸

融
資
）
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
、

異
業
種
で
大
規
模
な
共
済
事
業
を
行
な

う
組
合
が
現
れ
る
な
ど
、
組
合
法
制
定

当
初
の
想
定
を
超
え
た
組
合
が
出
現
し

て
き
た
。

組
合
制
度
の
見
直
し
の
方
向
性

異
業
種
・
大
規
模
組
合
に
お
け
る
問

題
に
つ
い
て
は
、
自
治
運
営
を
効
果
的

に
機
能
さ
せ
る
た
め
の
措
置
と
し
て

漓
監
事
の
権
限
強
化
（
業
務
監
査
権
の

付
与
）
滷
員
外
監
事
制
度
の
導
入
澆
余

裕
金
の
運
用
制
限
の
導
入
が
図
ら
れ
、

共
済
事
業
が
拡
大
し
た
組
合
に
お
け
る

問
題
に
つ
い
て
は
、
共
済
事
業
の
健
全

性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
漓

準
備
金
に
関
す
る
規
定
の
整
備
滷
健
全

性
に
関
す
る
基
準
の
導
入
澆
外
部
監
査

の
導
入
潺
業
務
・
財
務
に
関
す
る
説
明

書
類
の
公
衆
縦
覧
等
の
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
。

改
正
案
の
ポ
イ
ン
ト

□
一
般
的
な
事
業
協
同
組
合

盧
組
合
全
般
に
係
る
措
置

漓
役
員
の
任
期
を
理
事
は
３
年
以
内
か

ら
２
年
以
内
へ
、
監
事
は
３
年
以
内
か

ら
４
年
以
内
へ
変
更

滷
理
事
に
よ
る
利
益
相
反
取
引
（
理
事

の
借
入
金
債
務
の
債
務
保
証
等
）
の
制

限澆
監
事
に
業
務
監
査
権
を
付
与
し
な
い

こ
と
を
認
め
る
。（
こ
の
場
合
、
理
事
会

の
招
集
権
の
付
与
等
、
組
合
員
の
権
限

を
強
化
す
る
。）

潺
会
計
帳
簿
の
保
存
義
務
（
10
年
）

潸
会
計
帳
簿
の
閲
覧
を
求
め
る
の
に
必

要
な
組
合
員
数
の
引
き
下
げ
（
10
分
の

１
か
ら
１
０
０
分
の
３
へ
）

盪
大
規
模
組
合
へ
の
上
乗
せ
措
置

漓
監
事
の
権
限
強
化
（
業
務
監
査
権
の

付
与
）

滷
員
外
監
事
制
度
の
義
務
化

澆
余
裕
金
の
運
用
制
限
の
導
入
（
外
債

購
入
等
の
投
機
的
な
資
産
運
用
の
防
止
。

具
体
的
に
は
省
令
で
規
定
）

□
共
済
事
業
を
行
な
う
組
合
へ
の
措
置

盧
共
済
事
業
を
実
施
す
る
事
業
協
同
組

合
全
般
に
係
る
措
置
（
少
額
共
済
は
適

用
除
外
）

漓
共
済
以
外
の
事
業
と
の
区
分
経
理

滷
事
業
方
法
書
等
の
提
出
・
認
可

澆
責
任
準
備
金
の
積
み
立
て
な
ど
準
備

金
に
関
す
る
規
定
の
整
備

潺
余
裕
金
の
運
用
制
限
の
導
入

潸
外
部
監
査
の
導
入
（
負
債
金
額
一
定

額
以
上
の
場
合
）

澁
共
済
経
理
人
の
選
任
・
関
与
（
長
期

の
契
約
を
締
結
す
る
場
合
等
複
雑
な
経

理
計
算
を
必
要
と
す
る
場
合
）

澀
重
要
事
項
の
説
明
義
務

潯
業
務
・
財
務
に
関
す
る
説
明
書
類
の

公
衆
縦
覧

潛
共
済
代
理
店
に
関
す
る
規
定
の
整
備

濳
員
外
利
用
の
定
義
の
見
直
し
（
組
合

員
と
生
計
を
一
に
す
る
親
族
及
び
組
合

員
た
る
組
合
を
直
接
又
は
間
接
に
構
成

す
る
者
の
利
用
は
員
内
利
用
と
み
な
す
）

潭
合
併
議
決
を
総
代
会
で
も
可
と
す
る

澂
火
災
共
済
協
同
組
合
の
地
区
の
拡
大

等盪
大
規
模
に
共
済
事
業
を
実
施
す
る
特

定
共
済
組
合
に
上
乗
せ
さ
れ
る
措
置

漓
原
則
兼
業
禁
止
（
共
済
事
業
に
専
念
）

滷
財
務
の
健
全
性
に
関
す
る
基
準
（
支

払
能
力
の
確
保
）
の
導
入

澆
最
低
出
資
金
制
度
の
導
入

■
中
小
企
業
組
合
等
、
中
小
企
業
の
連

携
組
織
に
つ
い
て
は
、
そ
の
設
立
か
ら

運
営
ま
で
、
何
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

指
導
相
談
室

℡
０
４
３
・
２
４
２
・
３
２
７
７

銚
子
支
所

℡
０
４
７
９
・
２
４
・
１
５
７
０

松
戸
支
所

℡
０
４
７
・
３
６
８
・
３
９
９
２

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る
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こ
の
ほ
ど
、「
中
小
企
業
等
協
同
組
合

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
国

会
に
提
出
さ
れ
た
。

こ
れ
は
中
小
企
業
や
個
人
事
業
者
等

が
相
互
扶
助
精
神
に
基
づ
い
て
運
営
し

て
き
た
中
小
企
業
組
合
制
度
に
つ
い
て
、

近
年
、
そ
の
規
模
の
拡
大
や
事
業
の
多

様
化
に
伴
っ
て
、
組
合
が
破
綻
す
る
事

例
等
が
発
生
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

中
小
企
業
組
合
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
充
実

を
図
る
た
め
、「
中
小
企
業
等
協
同
組
合

法
」「
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る

法
律
」「
商
店
街
振
興
組
合
法
」
等
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
、
漓
中
小
企
業

組
合
の
自
治
運
営
を
効
果
的
に
機
能
さ

せ
る
た
め
の
措
置
（
監
事
の
権
限
強
化
、

員
外
監
事
制
度
の
導
入
及
び
余
裕
金
の

運
用
制
限
等
）
の
導
入
滷
中
小
企
業
組

合
に
よ
る
共
済
事
業
（
保
険
事
業
）
の

健
全
な
運
用
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置

（
準
備
金
に
関
す
る
規
定
の
整
備
、
健
全

性
に
関
す
る
基
準
の
導
入
、
外
部
監
査

の
導
入
及
び
業
務
・
財
務
に
関
す
る
説

明
書
類
の
公
衆
縦
覧
等
）
の
導
入
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

な
お
、
改
正
法
の
施
行
は
平
成
19
年

４
月
の
予
定
。
以
下
は
そ
の
概
要
。

事
業
協
同
組
合
の
性
格
・
特
質

盧
人
的
結
合
体

事
業
協
同
組
合
は
、
協
同
し
て
事
業

を
実
施
す
る
組
織
で
あ
る
た
め
、
人
と

人
と
の
結
び
つ
き
を
中
心
と
す
る
人
的

結
合
体
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
法
は
次
項
で
述
べ
る
「
協

同
組
合
原
則
」
に
お
い
て
、
相
互
扶
助
、

議
決
権
・
選
挙
権
の
平
等
、
加
入
脱
退

の
自
由
等
の
基
準
、
あ
る
い
は
出
資
口

数
の
制
限
等
に
よ
っ
て
こ
れ
を
担
保
し

て
い
る
。

盪
自
主
的
・
民
主
的
組
織
体

事
業
協
同
組
合
は
、
構
成
員
が
自
ら

の
意
思
に
よ
り
加
入
し
、
事
業
活
動
や

運
営
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
組
織
で
あ
り
自
主
的
・
民
主
的
組

織
体
で
あ
る
。
組
合
法
制
に
お
い
て
は
、

こ
れ
を
担
保
す
る
諸
規
定
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
真
に
効
果
あ
る
組
合
活
動
は
、

組
合
員
に
お
け
る
こ
れ
に
つ
い
て
の
自

覚
と
認
識
が
要
請
さ
れ
る
。

な
お
、
事
業
協
同
組
合
に
は
国
等
の

中
小
企
業
施
策
の
受
け
皿
・
媒
体
と
し

て
の
機
能
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
外

部
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
と
、
自
主
的

組
織
体
と
し
て
の
特
質
と
は
別
個
の
も

の
で
あ
る
こ
と
は
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。

蘯
事
業
の
特
性

事
業
協
同
組
合
は
、
中
小
企
業
者
が

協
同
し
て
事
業
を
行
な
う
組
織
で
あ
り
、

そ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
組
合
員
の
経
済

活
動
の
機
会
を
確
保
し
、
自
主
的
経
済

活
動
の
促
進
と
経
済
的
地
位
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
（
協
同

組
合
法
第
１
条
）。
し
た
が
っ
て
、
事
業

協
同
組
合
の
事
業
は
、
基
本
的
に
組
合

員
の
事
業
活
動
に
関
連
す
る
も
の
に
限

ら
れ
て
い
る
。

盻
事
業
の
広
範
性

事
業
協
同
組
合
の
事
業
は
、
組
合
員

の
事
業
活
動
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
れ

ば
概
ね
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
組

合
員
の
事
業
活
動
に
関
連
す
る
も
の
は
、

多
分
野
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、

生
活
向
上
の
た
め
の
事
業
も
実
施
で
き

る
の
で
、
そ
の
実
施
事
業
の
範
囲
が
、

他
の
中
小
企
業
組
合
に
比
べ
極
め
て
広

範
で
多
様
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
質
が
あ

る
。

眈
組
織
構
成
の
自
由
性

事
業
協
同
組
合
は
、
中
小
企
業
者
で

あ
る
こ
と
、
４
人
以
上
の
加
入
者
が
い

る
こ
と
が
組
織
上
・
構
成
上
の
要
件
で

あ
り
、
こ
の
要
件
を
満
た
す
限
り
、
構

成
に
つ
い
て
制
約
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、

組
織
構
成
に
お
い
て
広
範
な
自
由
性
が

認
め
ら
れ
て
お
り
、
多
様
な
組
織
化
が

可
能
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
質
が
あ
る
。

眇
普
遍
的
組
織

事
業
協
同
組
合
は
、
上
記
ま
で
の
事

項
の
よ
う
に
組
織
構
成
・
事
業
活
動
等

に
お
い
て
、
他
の
組
合
よ
り
制
約
・
制

限
が
少
な
く
、
広
く
中
小
企
業
に
利
用

さ
れ
得
る
内
容
を
持
つ
と
同
時
に
次
項

の
協
同
組
合
の
基
本
原
則
が
全
部
、
か

つ
、
純
粋
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
意
味

で
、
事
業
協
同
組
合
は
、
中
小
企
業
組

合
の
な
か
で
組
合
の
原
型
で
あ
り
基
本

的
組
合
で
あ
る
と
と
も
に
、
普
遍
的
組

合
で
あ
る
。

協
同
組
合
原
則

事
業
協
同
組
合
は
、
上
記
の
よ
う
に

中
小
企
業
の
各
種
組
合
組
織
の
基
本
で

あ
り
、
原
型
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

事
業
協
同
組
合
に
は
、
そ
の
組
織
・
運

営
の
規
範
・
基
本
方
針
と
し
て
、
次
の

協
同
組
合
原
則
が
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ

る
。

盧
相
互
扶
助
目
的

盪
加
入
・
脱
退
の
自
由

蘯
議
決
権
・
選
挙
権
の
平
等

盻
剰
余
金
配
当
の
基
準

剰
余
金
の
配
当
は
、
組
合
員
の
事
業

を
利
用
し
た
分
量
に
応
じ
、
又
は
年
１

割
（
企
業
組
合
２
割
）
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
払
い
込
み
済
み
出
資
額

に
応
じ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

眈
組
合
員
へ
の
直
接
奉
仕
の
原
則

組
合
は
、
組
合
員
の
事
業
を
共
同
事

業
に
よ
っ
て
補
完
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
組
織
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
事
業
は

組
合
自
体
の
利
益
追
求
で
は
な
く
、
組

合
員
に
直
接
効
果
を
与
え
る
こ
と
を
原

則
と
し
て
い
る
。

眇
政
治
的
中
立
の
原
則

協
同
組
合
の
実
態
の
変
遷

従
来
は
製
造
業
、
卸
・
小
売
業
な
ど

の
同
業
者
に
よ
る
共
同
経
済
事
業
（
共

同
生
産
、
共
同
販
売
、
共
同
購
買
等
）

や
金
融
事
業
（
商
工
中
金
か
ら
の
転
貸

融
資
）
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
、

異
業
種
で
大
規
模
な
共
済
事
業
を
行
な

う
組
合
が
現
れ
る
な
ど
、
組
合
法
制
定

当
初
の
想
定
を
超
え
た
組
合
が
出
現
し

て
き
た
。

組
合
制
度
の
見
直
し
の
方
向
性

異
業
種
・
大
規
模
組
合
に
お
け
る
問

題
に
つ
い
て
は
、
自
治
運
営
を
効
果
的

に
機
能
さ
せ
る
た
め
の
措
置
と
し
て

漓
監
事
の
権
限
強
化
（
業
務
監
査
権
の

付
与
）
滷
員
外
監
事
制
度
の
導
入
澆
余

裕
金
の
運
用
制
限
の
導
入
が
図
ら
れ
、

共
済
事
業
が
拡
大
し
た
組
合
に
お
け
る

問
題
に
つ
い
て
は
、
共
済
事
業
の
健
全

性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
漓

準
備
金
に
関
す
る
規
定
の
整
備
滷
健
全

性
に
関
す
る
基
準
の
導
入
澆
外
部
監
査

の
導
入
潺
業
務
・
財
務
に
関
す
る
説
明

書
類
の
公
衆
縦
覧
等
の
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
。

改
正
案
の
ポ
イ
ン
ト

□
一
般
的
な
事
業
協
同
組
合

盧
組
合
全
般
に
係
る
措
置

漓
役
員
の
任
期
を
理
事
は
３
年
以
内
か

ら
２
年
以
内
へ
、
監
事
は
３
年
以
内
か

ら
４
年
以
内
へ
変
更

滷
理
事
に
よ
る
利
益
相
反
取
引
（
理
事

の
借
入
金
債
務
の
債
務
保
証
等
）
の
制

限澆
監
事
に
業
務
監
査
権
を
付
与
し
な
い

こ
と
を
認
め
る
。（
こ
の
場
合
、
理
事
会

の
招
集
権
の
付
与
等
、
組
合
員
の
権
限

を
強
化
す
る
。）

潺
会
計
帳
簿
の
保
存
義
務
（
10
年
）

潸
会
計
帳
簿
の
閲
覧
を
求
め
る
の
に
必

要
な
組
合
員
数
の
引
き
下
げ
（
10
分
の

１
か
ら
１
０
０
分
の
３
へ
）

盪
大
規
模
組
合
へ
の
上
乗
せ
措
置

漓
監
事
の
権
限
強
化
（
業
務
監
査
権
の

付
与
）

滷
員
外
監
事
制
度
の
義
務
化

澆
余
裕
金
の
運
用
制
限
の
導
入
（
外
債

購
入
等
の
投
機
的
な
資
産
運
用
の
防
止
。

具
体
的
に
は
省
令
で
規
定
）

□
共
済
事
業
を
行
な
う
組
合
へ
の
措
置

盧
共
済
事
業
を
実
施
す
る
事
業
協
同
組

合
全
般
に
係
る
措
置
（
少
額
共
済
は
適

用
除
外
）

漓
共
済
以
外
の
事
業
と
の
区
分
経
理

滷
事
業
方
法
書
等
の
提
出
・
認
可

澆
責
任
準
備
金
の
積
み
立
て
な
ど
準
備

金
に
関
す
る
規
定
の
整
備

潺
余
裕
金
の
運
用
制
限
の
導
入

潸
外
部
監
査
の
導
入
（
負
債
金
額
一
定

額
以
上
の
場
合
）

澁
共
済
経
理
人
の
選
任
・
関
与
（
長
期

の
契
約
を
締
結
す
る
場
合
等
複
雑
な
経

理
計
算
を
必
要
と
す
る
場
合
）

澀
重
要
事
項
の
説
明
義
務

潯
業
務
・
財
務
に
関
す
る
説
明
書
類
の

公
衆
縦
覧

潛
共
済
代
理
店
に
関
す
る
規
定
の
整
備

濳
員
外
利
用
の
定
義
の
見
直
し
（
組
合

員
と
生
計
を
一
に
す
る
親
族
及
び
組
合

員
た
る
組
合
を
直
接
又
は
間
接
に
構
成

す
る
者
の
利
用
は
員
内
利
用
と
み
な
す
）

潭
合
併
議
決
を
総
代
会
で
も
可
と
す
る

澂
火
災
共
済
協
同
組
合
の
地
区
の
拡
大

等盪
大
規
模
に
共
済
事
業
を
実
施
す
る
特

定
共
済
組
合
に
上
乗
せ
さ
れ
る
措
置

漓
原
則
兼
業
禁
止
（
共
済
事
業
に
専
念
）

滷
財
務
の
健
全
性
に
関
す
る
基
準
（
支

払
能
力
の
確
保
）
の
導
入

澆
最
低
出
資
金
制
度
の
導
入

■
中
小
企
業
組
合
等
、
中
小
企
業
の
連

携
組
織
に
つ
い
て
は
、
そ
の
設
立
か
ら

運
営
ま
で
、
何
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

指
導
相
談
室

℡
０
４
３
・
２
４
２
・
３
２
７
７

銚
子
支
所

℡
０
４
７
９
・
２
４
・
１
５
７
０

松
戸
支
所

℡
０
４
７
・
３
６
８
・
３
９
９
２

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

国
会
に
提
出
さ
れ
る
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中小企業庁は、このほど、「中小企業の再生支援の概要」を公表した。

同庁では、「産業活力再生特別措置法」に基づき、中小企業再生支援協議会を軸として、政策金

融や地域中小企業再生ファンドの活用など様々な施策を結集し、中小企業の再生支援に取り組んで

いる。

同協議会は、平成15年２月から順次、各都道府県に設置され多くの成果を上げてきた。以下はそ

の概要。

はじめに

我が国経済の活性化のためには、我が国企業の99.7％を占め、日本経済の屋台骨である中小企業

が破綻に追い込まれることがないよう、円滑な再生を進めることが不可欠です。特に、金融機関の

中小企業にかかる不良債権処理が加速化する中で、中小企業の再生に対するニーズはますます高

まっています。

これらを踏まえ、中小企業庁では、「産業活力再生特別措置法」（以下、「法律」）に基づき、全都

道府県に設置した「中小企業再生支援協議会」を軸として、政策金融や地域中小企業再生ファンド

の活用など様々な施策を結集して、中小企業の再生支援に取り組んでいます。

中小企業再生支援協議会

■概要
極めて数が多く、業種・企業形態も多種多様であり、地域性も強い中小企業の再生を、地域の関

係者の協力を得て、きめ細かく支援するため、各都道府県にそれぞれ１ヵ所、経済産業大臣が認定

する都道府県商工会連合会、商工会議所又は都道府県中小企業支援センターに、「中小企業再生支

援協議会」を設置しています。

中小企業再生支援協議会は、商工会議所、商工会連合会、政府系金融機関、地域金融機関、中小

企業支援センター及び自治体等から構成され、関係者間の日常的な連携を図ることで、地域の実情

に応じたスムーズできめ細かな中小企業の再生への取り組みを支援しています。

■支援の流れ
１次対応（窓口相談）
協議会には、企業再生に関する知識と経験を持つ専門家が常駐し、中小企業者の再生に関する

相談に対して課題解決に向けた適切なアドバイスを実施します。

２次対応（再生計画策定支援）
相談企業のうち、再生のためには財務や事業の抜本的な見直しが必要な企業については、常駐

専門家が中心となり、弁護士、公認会計士、税理士、中小企業診断士等の外部専門家と個別支援

チームを編成し、再生計画の策定を支援します。

また、再生計画の実行に際しても、定期的に専門家を派遣し適切なアドバイスを行う等計画実

現に向けたフォローアップを実施します。

■活動実績
協議会は、平成15年２月から順次、各都道府県に設置され、これまで8,300社以上の企業からの相

談に応じ、そのうち約半数は窓口相談におけるアドバイス、いわゆる１次対応によって課題が解決

しています。また、２次対応に移行した案件のうち、796社についての再生計画策定支援が完了し、

464件の再生計画の策定を支援中です。これらの支援により、約５万人の雇用が確保されています。

なお、千葉県では209社からの相談に応じ、そのうち２次対応に移行した企業39社。そのうち再

生計画策定支援が完了したのは24社であった。

■特徴・効果
協議会は、再生計画策定支援にあたり、政府系金融機関をはじめ関係機関と連携を図りながら、

公正・中立な立場で、金融機関などの関係者間の調整をお手伝いします。

また、相談企業が風評被害に遭い、不測の事態に陥ることなく安心して支援が受けられるよう、

協議会関係者の秘密保持義務が、法律上、明記されます。

再生支援出資事業（中小企業再生支援ファンド）

独立行政法人中小企業基盤整備機構は、産業活力再生特別措置法に基づき、中小企業再生ファン

ドへの出資業務を行なっています。本出資事業を活用し、これまで、以下の９つの地域中小企業再

生ファンドが組成されています。

【組成済みファンド】17.12月末現在
漓 大分企業支援ファンド投資事業有限責任組合（大分県）

滷 静岡中小企業支援投資事業有限責任組合（静岡県）

澆 茨城いきいき投資事業有限責任組合（茨城県）

潺 とちぎ中小企業再生ファンド投資事業有限責任組合（栃木県）

潸 山陰中小企業再生支援投資事業有限責任組合（鳥取県・島根県）

澁 南国土佐再生ファンド投資事業有限責任組合（高知県）

澀 投資事業有限責任組合愛知中小企業再生ファンド（愛知県他）

潯 えひめ中小企業再生ファンド投資事業有限責任組合（愛媛県他）

潛 埼玉中小企業再生ファンド投資事業有限責任組合（埼玉県）

これらのファンドは、過剰債務等により業況が悪化しているものの、本業には相応の収益力

があり、財務リストラや事業の見直し等により、再生が見込まれる中小企業の株式、債権を中

長期的に保有して、継続的に財務面、経営面を支援します。さらに、各地の中小企業再生支援

協議会と連携して再生計画の実現をサポートします。

なお、「投資事業有限責任組合」については本誌３月号をご参照下さい。

問合せ先

■千葉県中小企業再生支援協議会　　℡. 043-227-1110
■中小企業基盤整備機構再生支援課　℡. 03-5470-1541

中小企業の再生支援
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の活用など様々な施策を結集して、中小企業の再生支援に取り組んでいます。

中小企業再生支援協議会

■概要
極めて数が多く、業種・企業形態も多種多様であり、地域性も強い中小企業の再生を、地域の関

係者の協力を得て、きめ細かく支援するため、各都道府県にそれぞれ１ヵ所、経済産業大臣が認定

する都道府県商工会連合会、商工会議所又は都道府県中小企業支援センターに、「中小企業再生支
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中小企業再生支援協議会は、商工会議所、商工会連合会、政府系金融機関、地域金融機関、中小

企業支援センター及び自治体等から構成され、関係者間の日常的な連携を図ることで、地域の実情

に応じたスムーズできめ細かな中小企業の再生への取り組みを支援しています。

■支援の流れ
１次対応（窓口相談）
協議会には、企業再生に関する知識と経験を持つ専門家が常駐し、中小企業者の再生に関する

相談に対して課題解決に向けた適切なアドバイスを実施します。

２次対応（再生計画策定支援）
相談企業のうち、再生のためには財務や事業の抜本的な見直しが必要な企業については、常駐

専門家が中心となり、弁護士、公認会計士、税理士、中小企業診断士等の外部専門家と個別支援

チームを編成し、再生計画の策定を支援します。

また、再生計画の実行に際しても、定期的に専門家を派遣し適切なアドバイスを行う等計画実

現に向けたフォローアップを実施します。

■活動実績
協議会は、平成15年２月から順次、各都道府県に設置され、これまで8,300社以上の企業からの相

談に応じ、そのうち約半数は窓口相談におけるアドバイス、いわゆる１次対応によって課題が解決

しています。また、２次対応に移行した案件のうち、796社についての再生計画策定支援が完了し、

464件の再生計画の策定を支援中です。これらの支援により、約５万人の雇用が確保されています。

なお、千葉県では209社からの相談に応じ、そのうち２次対応に移行した企業39社。そのうち再

生計画策定支援が完了したのは24社であった。

■特徴・効果
協議会は、再生計画策定支援にあたり、政府系金融機関をはじめ関係機関と連携を図りながら、

公正・中立な立場で、金融機関などの関係者間の調整をお手伝いします。

また、相談企業が風評被害に遭い、不測の事態に陥ることなく安心して支援が受けられるよう、

協議会関係者の秘密保持義務が、法律上、明記されます。

再生支援出資事業（中小企業再生支援ファンド）

独立行政法人中小企業基盤整備機構は、産業活力再生特別措置法に基づき、中小企業再生ファン

ドへの出資業務を行なっています。本出資事業を活用し、これまで、以下の９つの地域中小企業再

生ファンドが組成されています。

【組成済みファンド】17.12月末現在
漓 大分企業支援ファンド投資事業有限責任組合（大分県）

滷 静岡中小企業支援投資事業有限責任組合（静岡県）

澆 茨城いきいき投資事業有限責任組合（茨城県）

潺 とちぎ中小企業再生ファンド投資事業有限責任組合（栃木県）

潸 山陰中小企業再生支援投資事業有限責任組合（鳥取県・島根県）

澁 南国土佐再生ファンド投資事業有限責任組合（高知県）

澀 投資事業有限責任組合愛知中小企業再生ファンド（愛知県他）

潯 えひめ中小企業再生ファンド投資事業有限責任組合（愛媛県他）

潛 埼玉中小企業再生ファンド投資事業有限責任組合（埼玉県）

これらのファンドは、過剰債務等により業況が悪化しているものの、本業には相応の収益力

があり、財務リストラや事業の見直し等により、再生が見込まれる中小企業の株式、債権を中

長期的に保有して、継続的に財務面、経営面を支援します。さらに、各地の中小企業再生支援

協議会と連携して再生計画の実現をサポートします。

なお、「投資事業有限責任組合」については本誌３月号をご参照下さい。

問合せ先

■千葉県中小企業再生支援協議会　　℡. 043-227-1110
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し
た
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て
議
事
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こ
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に
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が
、
そ
の
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に
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ま
ず
議
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。
議
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総
会
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合
員
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法
人
の
役
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。
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総
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議
長
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■
議
決
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方
法

議
決
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方
法
に
は
、
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通
議
決
と
特

別
議
決
の
２
種
類
が
あ
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通
議
決

と
は
出
席
者
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、
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決
は
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議
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す
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滷
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事
務
所
の
所
在
地
」
の
変
更

が
必
要
に
な
る
組
合
が
で
て
く
る
。
こ

の
こ
と
で
、
直
ち
に
定
款
変
更
を
行
う

必
要
は
な
い
が
、
次
の
通
常
総
会
の
議

案
に
上
程
し
、
変
更
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
え
る
。

な
お
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
、「
名

称
」
又
は
「
地
区
」
若
し
く
は
「
事
務

所
の
所
在
地
」
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合

に
、
変
更
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
き
と
、
変
更
登
記
の
必
要
の
な
い

場
合
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の

事
務
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
前
も
っ
て

本
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
問
合
せ
先

詳
細
は
、
本
会
指
導
相
談
室
又
は
銚

子
若
し
く
は
松
戸
支
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。（
℡
は
５
謨
参
照
）

総
会
の
性
格

総
会
は
、
組
合
員
全
員
を
も
っ
て
構

成
さ
れ
、
適
法
に
招
集
さ
れ
た
組
合
員

が
、
議
決
の
方
法
に
よ
り
組
合
の
意
思

を
決
定
す
る
組
合
最
高
の
意
思
決
定
機

関
で
あ
る
。

ま
た
、
総
会
は
、
一
定
の
法
的
要
件

を
具
備
し
て
開
催
さ
れ
て
は
じ
め
て
成

立
し
、
会
議
の
終
了
と
同
時
に
消
滅
す

る
も
の
で
あ
り
、常
置
機
関
で
は
な
い
。

こ
の
一
定
の
法
的
要
件
と
は
、
中
小

企
業
等
協
同
組
合
法
、
中
小
企
業
団
体

の
組
織
に
関
す
る
法
律
及
び
そ
れ
ら
の

法
律
に
よ
っ
て
適
法
に
作
成
さ
れ
た
組

合
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
方
法
、
す
な

わ
ち
総
会
の
招
集
手
続
き
、
議
決
の
方

法
等
を
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

要
件
は
、
組
合
組
織
の
民
主
性
を
確
保

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

総
会
の
種
類

■
通
常
総
会

代
表
理
事
に
よ
っ
て
毎
事
業
年
度
１

回
必
ず
定
期
的
に
招
集
さ
れ
る
総
会
で
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あ
り
、
こ
の
総
会
で
代
表
理
事
は
、
少

な
く
と
も
決
算
関
係
書
類
（
事
業
報
告

書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
ま
た
は
損

失
処
理
案
）
を
監
事
の
意
見
書
と
と
も

に
提
出
し
て
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

■
臨
時
総
会

通
常
総
会
以
外
に
必
要
に
応
じ
て
招

集
さ
れ
る
総
会
。

以
下
、通
常
総
会
を
中
心
に
述
べ
る
。

総
会
の
招
集

■
時
期

法
に
は
「
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
毎
事
業
年
度
１
回
招
集
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
規
定
以
外
に
定

め
が
な
い
の
で
、
通
常
は
（
法
人
税
の

確
定
申
告
の
期
間
に
対
応
し
）定
款
で
、

毎
事
業
年
度
終
了
後
２
ヶ
月
以
内
に
開

催
す
る
こ
と
と
定
め
て
い
る
。

■
招
集
者

通
常
総
会
の
招
集
者
は
代
表
理
事
で

あ
る
が
、
招
集
は
理
事
会
の
議
を
経
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
招
集
手
続
き

総
会
の
招
集
は
、
会
日
の
10
日
前
ま

で
に
会
議
の
目
的
た
る
事
項
（
議
案
）

を
示
し
、
定
款
に
定
め
ら
れ
た
方
法
に

し
た
が
っ
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
開
催
通
知
に
は
、
議
案
の
ほ

か
、
会
議
の
日
時
、
場
所
を
付
記
し
、

さ
ら
に
組
合
員
に
書
面
及
び
代
理
人
に

よ
る
議
決
権
の
行
使
が
認
め
ら
れ
て
い

る
関
係
上
、
で
き
る
だ
け
決
算
関
係
書

類
等
の
資
料
も
添
付
す
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
総
会
招
集
の
手
続
き
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
。

漓
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処

分
案
ま
た
は
損
失
処
理
案
、
そ
の
ほ
か

の
議
案
を
作
成
滷
理
事
会
を
開
催
し
、

総
会
開
催
及
び
議
決
事
項
を
審
議
澆
開

催
通
知
は
、
そ
の
会
日
か
ら
10
日
前
ま

で
に
組
合
員
に
到
達
す
る
よ
う
に
組
合

員
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
に
あ

て
て
発
信
潺
決
算
関
係
書
類
は
、
通
常

総
会
の
会
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
監
事

に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
主
た
る
事
務

所
に
備
え
付
け
、
組
合
員
の
閲
覧
に
供

す
潸
事
業
計
画
、
事
業
方
針
等
の
重
要

方
針
に
つ
い
て
は
、
総
会
開
催
の
通
知

の
際
に
資
料
を
同
封
す
る
等
、
前
も
っ

て
組
合
員
に
対
し
周
知
徹
底
を
図
る
よ

う
に
す
る
澁
総
会
の
円
滑
を
期
す
る
た

め
、
役
職
員
を
も
っ
て
総
会
運
営
打
ち

合
わ
せ
会
を
開
き
遺
漏
な
き
よ
う
準
備

す
る
。

総
会
の
成
立
と
議
決

■
定
足
数

総
会
は
、
適
法
な
招
集
手
続
き
を
経

た
う
え
で
、
出
席
し
た
組
合
員
が
定
足

数
を
満
た
し
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
。

こ
れ
ら
の
要
件
は
、
総
会
の
議
決
が
有

効
に
な
さ
れ
る
た
め
の
前
提
条
件
で
あ

る
。総

会
の
定
足
数
は
、
特
別
議
決
を
要

す
る
事
項
に
つ
い
て
は
総
組
合
員
の
２

分
の
１
以
上
の
出
席
が
法
に
規
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
の
議
決
事
項
に
つ

い
て
は
と
く
に
定
め
は
な
い
が
、
多
く

の
組
合
で
は
、
定
款
で
２
分
の
１
以
上

の
出
席
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

■
議
決
権
及
び
選
挙
権

組
合
員
は
、
出
資
口
数
の
多
寡
、
事

業
規
模
の
大
小
等
に
関
係
な
く
、
議
決

権
、
選
挙
権
は
平
等
に
１
個
与
え
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
総
会
の
議
長
は
議
決

権
の
行
使
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
（
協

業
組
合
に
は
例
外
あ
り
）
が
、
特
別
の

利
害
を
有
す
る
組
合
員
に
つ
い
て
は
議

決
権
の
行
使
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

選
挙
権
は
、
総
会
に
お
け
る
選
挙
の

投
票
権
で
あ
る
。

総
会
の
議
決
権
、
選
挙
権
に
つ
い
て

は
書
面
ま
た
は
代
理
人
を
も
っ
て
行
使

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
議
決
権
及
び
選
挙
権
を
行
使
す
る
者

も
、
出
席
者
の
数
に
入
れ
ら
れ
る
。

組
合
Ｑ
＆
Ａ
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■
議
長

総
会
が
成
立
す
れ
ば
次
第
に
し
た

が
っ
て
議
事
を
進
め
る
こ
と
に
な
る

が
、
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
議
長
の
選
任

が
必
要
と
な
る
。
議
長
は
総
会
に
お
い

て
、
原
則
と
し
て
出
席
し
た
組
合
員
ま

た
は
組
合
員
で
あ
る
法
人
の
役
員
の
な

か
か
ら
選
任
す
る
。

議
長
は
、
組
合
員
と
し
て
総
会
の
議

決
に
加
わ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら
に

議
長
は
自
分
の
代
理
人
を
し
て
議
決
権

を
行
使
す
る
こ
と
も
、
ほ
か
の
組
合
員

の
代
理
人
と
な
る
こ
と
も
で
き
な
い

が
、
普
通
議
決
事
項
に
お
い
て
可
否
同

数
の
場
合
は
、
議
長
に
可
否
の
決
定
権

が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
議
長
の

選
挙
権
は
剥
奪
さ
れ
て
い
な
い
。

■
議
決
の
方
法

議
決
の
方
法
に
は
、
普
通
議
決
と
特

別
議
決
の
２
種
類
が
あ
る
。
普
通
議
決

と
は
出
席
者
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決

し
、
特
別
議
決
は
組
合
員
の
半
数
以
上

が
出
席
し
、
そ
の
議
決
権
の
３
分
の
２

以
上
の
多
数
に
よ
り
決
す
る
と
こ
ろ
の

議
決
方
法
で
あ
る
。

ま
た
、
選
挙
に
つ
い
て
は
組
合
員
１

人
１
票
の
無
記
名
投
票
を
原
則
と
す
る

が
、
こ
れ
以
外
の
事
項
に
つ
い
て
は
定

款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
さ
ら
に

出
席
者
全
員
が
賛
同
す
れ
ば
指
名
推
選

の
方
法
に
よ
っ
て
選
挙
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。（
協
業
組
合
に
は
例
外
あ
り
）

■
議
決
事
項

総
会
の
議
決
事
項
に
は
、
法
定
議
決

事
項
と
任
意
議
決
事
項
と
が
あ
り
、
法

定
議
決
事
項
は
総
会
が
組
合
の
最
高
意

思
決
定
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
ず

総
会
の
決
議
を
要
す
る
と
、
法
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
た
事
項
で
協
同
組
合
の
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

漓
定
款
の
変
更
滷
規
約
の
設
定
、
変

更
ま
た
は
廃
止
澆
毎
事
業
年
度
の
収
支

予
算
及
び
事
業
計
画
の
設
定
ま
た
は
変

更
潺
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
潸
組

合
員
の
除
名
澁
役
員
の
改
選
請
求
の
同

意
澀
決
算
関
係
書
類
の
承
認
潯
会
社
へ

の
組
織
変
更
潛
組
合
の
解
散
濳
組
合
の

合
併
潭
清
算
人
の
選
任
澂
借
入
金
残
高

の
最
高
限
度
潼
１
組
合
員
に
対
す
る
貸

付
（
手
形
割
引
を
含
む
）
ま
た
は
１
組

合
員
の
た
め
に
す
る
金
融
機
関
に
対
す

る
債
務
保
証
の
残
高
の
最
高
限
度
潘
組

合
員
の
事
業
に
関
す
る
債
務
保
証
の
残

高
の
最
高
限
度
澎
１
組
合
員
の
た
め
に

す
る
組
合
員
の
事
業
に
関
す
る
債
務
保

証
の
残
高
の
最
高
限
度
澑
役
員
の
報
酬

濂
過
怠
金
潦
加
入
金
澳
剰
余
金
の
配
当

■
緊
急
議
案

総
会
の
議
案
は
、
原
則
と
し
て
総
会

招
集
通
知
に
あ
ら
か
じ
め
記
載
さ
れ
た

事
項
に
つ
い
て
だ
け
議
決
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
定
款
に
「
緊
急
議
案
を
採

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
旨
規
定
し
て

あ
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
通
知
の

あ
っ
た
事
項
以
外
の
事
項
に
つ
い
て
も

議
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
、
除
名
あ
る
い
は
役
員
の

リ
コ
ー
ル
の
よ
う
に
、
事
前
に
一
定
の

手
続
き
を
要
す
る
事
項
は
緊
急
議
案
で

議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に

定
款
の
変
更
及
び
解
散
な
ど
特
別
議
決

を
求
め
ら
れ
て
い
る
事
項
や
役
員
選
挙

等
の
重
要
案
件
は
、
緊
急
議
案
に
な
じ

ま
ず
、
こ
れ
を
強
行
す
れ
ば
組
合
内
の

紛
争
の
火
種
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
、

厳
に
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

総
会
終
了
後
の
処
理
事
項

漓
議
事
録
の
作
成
滷
行
政
庁
へ
の
決
算

関
係
書
類
の
提
出
澆
税
務
署
に
対
す
る

確
定
申
告
書
の
提
出
潺
登
記
潸
欠
席
組

合
員
へ
の
通
知

市
町
村
合
併
に
伴
う
定
款
変
更

千
葉
県
で
は
、「
平
成
の
大
合
併
」

で
こ
れ
ま
で
に
、
野
田
市
（
関
宿
町
を

編
入
）、
鴨
川
市
（
天
津
小
湊
町
と
合

併
）、
柏
市
（
沼
南
町
を
編
入
）、
い
す

み
市
（
夷
隅
町
、
大
原
町
、
岬
町
が
合

併
）、
匝
瑳
市
（
八
日
市
場
市
と
野
栄

町
が
合
併
）、
南
房
総
市
（
富
浦
町
、

富
山
町
、
三
芳
村
、
白
浜
町
、
千
倉
町
、

丸
山
町
、
和
田
町
が
合
併
）、
成
田
市

（
下
総
町
、
大
栄
町
を
編
入
）、
香
取
市

（
佐
原
市
、
山
田
町
、
栗
源
町
、
小
見

川
町
が
合
併
）
、
山
武
郡
横
芝
光
町

（
横
芝
町
、
光
町
が
合
併
）、
山
武
市

（
成
東
町
、
山
武
町
、
蓮
沼
村
、
松
尾

町
が
合
併
）
が
誕
生
し
、
市
町
村
数
は

昭
和
時
代
の
80
か
ら
56
に
移
行
し
た
。

こ
の
こ
と
に
伴
い
組
合
定
款
の
第
２

条
「
名
称
」、
第
３
条
「
地
区
」
及
び

第
４
条
「
事
務
所
の
所
在
地
」
の
変
更

が
必
要
に
な
る
組
合
が
で
て
く
る
。
こ

の
こ
と
で
、
直
ち
に
定
款
変
更
を
行
う

必
要
は
な
い
が
、
次
の
通
常
総
会
の
議

案
に
上
程
し
、
変
更
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
え
る
。

な
お
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
、「
名

称
」
又
は
「
地
区
」
若
し
く
は
「
事
務

所
の
所
在
地
」
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合

に
、
変
更
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
き
と
、
変
更
登
記
の
必
要
の
な
い

場
合
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の

事
務
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
前
も
っ
て

本
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
問
合
せ
先

詳
細
は
、
本
会
指
導
相
談
室
又
は
銚

子
若
し
く
は
松
戸
支
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。（
℡
は
５
謨
参
照
）

総
会
の
性
格

総
会
は
、
組
合
員
全
員
を
も
っ
て
構

成
さ
れ
、
適
法
に
招
集
さ
れ
た
組
合
員

が
、
議
決
の
方
法
に
よ
り
組
合
の
意
思

を
決
定
す
る
組
合
最
高
の
意
思
決
定
機

関
で
あ
る
。

ま
た
、
総
会
は
、
一
定
の
法
的
要
件

を
具
備
し
て
開
催
さ
れ
て
は
じ
め
て
成

立
し
、
会
議
の
終
了
と
同
時
に
消
滅
す

る
も
の
で
あ
り
、常
置
機
関
で
は
な
い
。

こ
の
一
定
の
法
的
要
件
と
は
、
中
小

企
業
等
協
同
組
合
法
、
中
小
企
業
団
体

の
組
織
に
関
す
る
法
律
及
び
そ
れ
ら
の

法
律
に
よ
っ
て
適
法
に
作
成
さ
れ
た
組

合
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
方
法
、
す
な

わ
ち
総
会
の
招
集
手
続
き
、
議
決
の
方

法
等
を
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

要
件
は
、
組
合
組
織
の
民
主
性
を
確
保

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

総
会
の
種
類

■
通
常
総
会

代
表
理
事
に
よ
っ
て
毎
事
業
年
度
１

回
必
ず
定
期
的
に
招
集
さ
れ
る
総
会
で
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あ
り
、
こ
の
総
会
で
代
表
理
事
は
、
少

な
く
と
も
決
算
関
係
書
類
（
事
業
報
告

書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
ま
た
は
損

失
処
理
案
）
を
監
事
の
意
見
書
と
と
も

に
提
出
し
て
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

■
臨
時
総
会

通
常
総
会
以
外
に
必
要
に
応
じ
て
招

集
さ
れ
る
総
会
。

以
下
、通
常
総
会
を
中
心
に
述
べ
る
。

総
会
の
招
集

■
時
期

法
に
は
「
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
毎
事
業
年
度
１
回
招
集
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
規
定
以
外
に
定

め
が
な
い
の
で
、
通
常
は
（
法
人
税
の

確
定
申
告
の
期
間
に
対
応
し
）定
款
で
、

毎
事
業
年
度
終
了
後
２
ヶ
月
以
内
に
開

催
す
る
こ
と
と
定
め
て
い
る
。

■
招
集
者

通
常
総
会
の
招
集
者
は
代
表
理
事
で

あ
る
が
、
招
集
は
理
事
会
の
議
を
経
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
招
集
手
続
き

総
会
の
招
集
は
、
会
日
の
10
日
前
ま

で
に
会
議
の
目
的
た
る
事
項
（
議
案
）

を
示
し
、
定
款
に
定
め
ら
れ
た
方
法
に

し
た
が
っ
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
開
催
通
知
に
は
、
議
案
の
ほ

か
、
会
議
の
日
時
、
場
所
を
付
記
し
、

さ
ら
に
組
合
員
に
書
面
及
び
代
理
人
に

よ
る
議
決
権
の
行
使
が
認
め
ら
れ
て
い

る
関
係
上
、
で
き
る
だ
け
決
算
関
係
書

類
等
の
資
料
も
添
付
す
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
総
会
招
集
の
手
続
き
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
。

漓
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処

分
案
ま
た
は
損
失
処
理
案
、
そ
の
ほ
か

の
議
案
を
作
成
滷
理
事
会
を
開
催
し
、

総
会
開
催
及
び
議
決
事
項
を
審
議
澆
開

催
通
知
は
、
そ
の
会
日
か
ら
10
日
前
ま

で
に
組
合
員
に
到
達
す
る
よ
う
に
組
合

員
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
に
あ

て
て
発
信
潺
決
算
関
係
書
類
は
、
通
常

総
会
の
会
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
監
事

に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
主
た
る
事
務

所
に
備
え
付
け
、
組
合
員
の
閲
覧
に
供

す
潸
事
業
計
画
、
事
業
方
針
等
の
重
要

方
針
に
つ
い
て
は
、
総
会
開
催
の
通
知

の
際
に
資
料
を
同
封
す
る
等
、
前
も
っ

て
組
合
員
に
対
し
周
知
徹
底
を
図
る
よ

う
に
す
る
澁
総
会
の
円
滑
を
期
す
る
た

め
、
役
職
員
を
も
っ
て
総
会
運
営
打
ち

合
わ
せ
会
を
開
き
遺
漏
な
き
よ
う
準
備

す
る
。

総
会
の
成
立
と
議
決

■
定
足
数

総
会
は
、
適
法
な
招
集
手
続
き
を
経

た
う
え
で
、
出
席
し
た
組
合
員
が
定
足

数
を
満
た
し
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
。

こ
れ
ら
の
要
件
は
、
総
会
の
議
決
が
有

効
に
な
さ
れ
る
た
め
の
前
提
条
件
で
あ

る
。総

会
の
定
足
数
は
、
特
別
議
決
を
要

す
る
事
項
に
つ
い
て
は
総
組
合
員
の
２

分
の
１
以
上
の
出
席
が
法
に
規
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
の
議
決
事
項
に
つ

い
て
は
と
く
に
定
め
は
な
い
が
、
多
く

の
組
合
で
は
、
定
款
で
２
分
の
１
以
上

の
出
席
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

■
議
決
権
及
び
選
挙
権

組
合
員
は
、
出
資
口
数
の
多
寡
、
事

業
規
模
の
大
小
等
に
関
係
な
く
、
議
決

権
、
選
挙
権
は
平
等
に
１
個
与
え
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
総
会
の
議
長
は
議
決

権
の
行
使
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
（
協

業
組
合
に
は
例
外
あ
り
）
が
、
特
別
の

利
害
を
有
す
る
組
合
員
に
つ
い
て
は
議

決
権
の
行
使
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

選
挙
権
は
、
総
会
に
お
け
る
選
挙
の

投
票
権
で
あ
る
。

総
会
の
議
決
権
、
選
挙
権
に
つ
い
て

は
書
面
ま
た
は
代
理
人
を
も
っ
て
行
使

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
議
決
権
及
び
選
挙
権
を
行
使
す
る
者

も
、
出
席
者
の
数
に
入
れ
ら
れ
る
。

組
合
Ｑ
＆
Ａ
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資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
い
て

我
々
は
高
度
成
長
時
代
に
資
源
多
消

費
に
よ
る
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費
型

の
生
活
を
満
喫
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
確
か
に
生
活
は
物
質
的
に
豊
か

に
な
り
ま
し
た
が
、
廃
棄
物
に
関
し
て

大
量
排
出
、
そ
れ
に
伴
う
最
終
処
分
場

の
ひ
っ
迫
、
不
法
投
棄
の
増
加
、
廃
棄

物
最
終
処
理
施
設
設
置
等
に
関
す
る
不

安
感
・
不
信
感
の
増
大
な
ど
、
特
に
最

近
、
深
刻
な
社
会
問
題
・
環
境
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
わ
が
国
の
社
会
経
済
が
健
全

に
発
展
す
る
た
め
に
、
資
源
循
環
型
社

会
が
早
急
に
形
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、

平
成
13
年
１
月
に
「
循
環
型
社
会
形
成

推
進
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
、「
廃
棄
物

処
理
法
」、「
資
源
有
効
利
用
促
進
法
」、

更
に
個
別
物
品
の
特
性
に
応
じ
た
リ
サ

イ
ク
ル
規
制
と
し
て
「
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
」、「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」、

「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
」、「
食
品
リ
サ
イ

ク
ル
法
」、
等
関
連
法
令
も
大
幅
に
整
備

さ
れ
ま
し
た
。（
参
考
資
料
１
の
「
循
環

型
社
会
関
連
法
体
系
」
を
参
照
）

資
源
循
環
法
関
連
を
体
系
的
に
理
解

し
、
順
守
し
て
資
源
循
環
型
社
会
が
早

急
に
形
成
で
き
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

わ
が
国
は
資
源
少
国
で
あ
り
、
総
使

用
天
然
資
源
の
39
％
（
資
源
36
％
、
製

品
３
％
）
は
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
態
で
す
。
食
料
自
給
率
に
い
た
っ

て
は
40
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
参
考

資
料
２
の
「
わ
が
国
の
物
質
フ
ロ
ー
」

を
参
照
）

そ
の
た
め
に
も
資
源
循
環
型
社
会
を

早
急
に
形
成
し
、
資
源
の
安
定
確
保
を

図
る
こ
と
が
最
重
点
課
題
で
あ
り
ま
す
。

不
要
対
象
物
を
有
価
・
無
価
を
問
わ

ず
「
廃
棄
物
等
」
と
し
て
一
体
的
に
と

ら
え
、
製
品
等
が
廃
棄
物
等
と
な
る
こ

と
の
抑
制
を
図
る
べ
き
こ
と
、
発
生
し

た
廃
棄
物
等
に
つ
い
て
は
そ
の
有
用
性

に
着
目
し
て
「
循
環
資
源
」
と
し
て
と

ら
え
、廃
棄
物
の
排
出
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー

ス
）（
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｓ
ｅ
）、
再
使
用
（
リ

ユ
ー
ス
）（
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
）、
再
生
利
用

（
リ
サ
イ
ク
ル
）（
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
）

等
「
３
Ｒ
」
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
最
終
的
に
循
環
利
用
の
出
口
で

あ
る
廃
棄
物
の
適
正
処
分
の
確
保
に
努

め
、「
天
然
資
源
の
消
費
を
抑
制
し
、
環

境
へ
の
負
荷
が
で
き
る
限
り
低
減
さ
れ

る
社
会
」
で
あ
る
「
循
環
型
社
会
」
を

実
現
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

（
参
考
資
料
３
の
「
循
環
型
社
会
」
を
参

照
）排

出
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
と
は
、

不
必
要
な
も
の
は
買
わ
な
い
、
使
い
捨

て
の
ご
み
に
な
り
そ
う
な
も
の
は
利
用

し
な
い
こ
と
等
に
よ
り
、
ご
み
の
量
を

「
減
ら
す
」
こ
と
で
、
ご
み
問
題
の
み
な

ら
ず
、
環
境
問
題
全
般
に
と
っ
て
、
最

も
重
要
で
効
果
的
な
取
組
で
す
。

再
利
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
と
は
、
不
要

物
を
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
必
要
に
応

じ
て
、
修
理
、
洗
浄
等
を
行
っ
た
上
で
、

「
も
う
一
度
（
何
度
も
）
使
う
こ
と
」
で

す
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
品
物
を
購

入
し
て
使
用
す
る
こ
と
や
、
ビ
ー
ル
び

ん
を
回
収
し
再
利
用
す
る
こ
と
が
リ

ユ
ー
ス
対
策
に
含
ま
れ
ま
す
。
一
般
的

に
リ
サ
イ
ク
ル
に
比
べ
て
、
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
環
境
汚
染
が
少
な
く
、
リ

ユ
ー
ス
は
リ
サ
イ
ク
ル
よ
り
も
優
先
さ

れ
る
べ
き
取
組
で
す
。

し
か
し
、
か
つ
て
一
般
的
だ
っ
た
リ

タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
に
つ
い
て
は
、
国
民

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
で
後

退
が
目
立
ち
、
リ
ユ
ー
ス
び
ん
の
推
進

に
は
事
業
者
、
消
費
者
の
意
識
改
革
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

再
生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
と
は
、

不
要
に
な
っ
た
も
の
を
捨
て
ず
に
分
別

収
集
し
、
資
源
と
し
て
「
再
生
利
用
」

す
る
こ
と
で
す
。
リ
ユ
ー
ス
と
の
違
い

は
、
不
要
品
を
そ
の
ま
ま
再
使
用
す
る

の
で
は
な
く
、
一
度
原
材
料
の
形
に
戻

し
、
新
た
な
製
品
と
し
て
再
生
産
す
る

点
で
す
。
新
し
い
も
の
を
作
る
時
と
同

じ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
新

た
な
環
境
負
荷
を
生
じ
る
こ
と
も
多
く
、

リ
ユ
ー
ス
に
比
べ
て
優
先
順
位
は
低
い

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
中
に
、「
サ
ー

マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
熱
回
収
）」
の
考
え

方
も
あ
り
ま
す
。
上
記
の
リ
サ
イ
ク
ル

が
不
要
品
を
材
料
（
マ
テ
リ
ア
ル
）
と

し
て
、
製
品
を
再
生
産
す
る
こ
と
か
ら
、

「
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
言
わ
れ

る
の
に
対
し
、「
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」

は
、
廃
棄
物
を
「
燃
料
」
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
を
指
し
、
不
要
品
を
破
砕
し

て
埋
め
立
て
た
り
、
単
に
燃
や
し
て
し

ま
う
よ
り
熱
と
し
て
回
収
し
よ
う
と
す

る
考
え
方
で
す
が
、
熱
と
し
て
回
収
し

た
後
は
焼
却
灰
が
最
終
処
分
さ
れ
る
だ

け
で
、
そ
れ
以
上
循
環
し
な
い
こ
と
か

ら
、
循
環
型
社
会
の
構
築
や
全
般
的
な

環
境
保
全
の
手
段
と
し
て
は
マ
テ
リ
ア

ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
優
先
す
べ
き
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

最
終
処
分
は
「
３
Ｒ
」
を
推
進
し
た

結
果
で
あ
り
、
最
後
に
不
適
正
な
最
終

処
分
を
行
う
と
、
水
質
、
土
壌
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
悪
臭
の
問
題
も
生

じ
る
な
ど
、
周
囲
の
生
活
環
境
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
危
険
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

ど
う
し
て
も
最
終
処
分
せ
ざ
る
を
得
な

い
も
の
を
適
正
に
処
分
す
る
こ
と
が
非

常
に
重
要
で
す
。

適
正
な
最
終
処
分
を
行
う
た
め
に
、

ま
ず
大
前
提
と
な
る
の
は
、
周
囲
の
生

活
環
境
を
し
っ
か
り
守
る
こ
と
の
で
き

る
最
終
処
分
施
設
の
確
保
で
す
。
最
終

処
分
施
設
が
十
分
整
備
さ
れ
な
け
れ
ば
、

廃
棄
物
が
不
法
投
棄
さ
れ
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
最
終
処
分
施
設
に
搬
入
さ
れ

る
廃
棄
物
を
極
力
減
ら
す
こ
と
や
、
リ

デ
ュ
ー
ス
や
リ
ユ
ー
ス
対
策
の
推
進
が

非
常
に
重
要
で
す
が
、
そ
の
上
で
中
間

処
理
施
設
に
お
け
る
処
理
に
よ
っ
て
、

廃
棄
物
を
減
量
・
減
容
化
、
資
源
化
す

る
こ
と
で
、
最
終
処
分
量
を
大
き
く
減

ら
す
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

改
め
て
、
ご
み
を
捨
て
る
事
業
者
が
、

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
処
分
に
責
任
を

持
つ
「
排
出
者
責
任
」、
モ
ノ
を
つ
く
っ

た
り
、
販
売
し
た
り
す
る
事
業
者
が
、

モ
ノ
が
ご
み
に
な
っ
た
後
で
も
一
定
の

責
任
を
持
つ
「
拡
大
生
産
者
責
任
」
等
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
を
果

た
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

以
上
、
わ
が
国
の
社
会
経
済
が
健
全

に
発
展
す
る
た
め
に
資
源
循
環
型
社
会

の
構
築
が
不
可
欠
で
、
そ
の
た
め
の
資

源
循
環
法
規
制
、
及
び
具
体
的
な
行
動

に
触
れ
て
み
ま
し
た
。

循
環
型
社
会
の
重
要
性
や
緊
急
性
を

理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
具
体
的

な
行
動
の
実
行
に
な
か
な
か
踏
み
出
せ

な
い
の
が
、
実
情
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

今
後
、
極
力
「
廃
棄
物
」
と
言
わ
ず
、

「
循
環
資
源
」
と
言
い
、
効
率
の
良
い

「
資
源
循
環
」
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
中
小
企
業
診
断
士
　
布
施
光
義
）
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資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
い
て

我
々
は
高
度
成
長
時
代
に
資
源
多
消

費
に
よ
る
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費
型

の
生
活
を
満
喫
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
確
か
に
生
活
は
物
質
的
に
豊
か

に
な
り
ま
し
た
が
、
廃
棄
物
に
関
し
て

大
量
排
出
、
そ
れ
に
伴
う
最
終
処
分
場

の
ひ
っ
迫
、
不
法
投
棄
の
増
加
、
廃
棄

物
最
終
処
理
施
設
設
置
等
に
関
す
る
不

安
感
・
不
信
感
の
増
大
な
ど
、
特
に
最

近
、
深
刻
な
社
会
問
題
・
環
境
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
わ
が
国
の
社
会
経
済
が
健
全

に
発
展
す
る
た
め
に
、
資
源
循
環
型
社

会
が
早
急
に
形
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、

平
成
13
年
１
月
に
「
循
環
型
社
会
形
成

推
進
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
、「
廃
棄
物

処
理
法
」、「
資
源
有
効
利
用
促
進
法
」、

更
に
個
別
物
品
の
特
性
に
応
じ
た
リ
サ

イ
ク
ル
規
制
と
し
て
「
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
」、「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」、

「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
」、「
食
品
リ
サ
イ

ク
ル
法
」、
等
関
連
法
令
も
大
幅
に
整
備

さ
れ
ま
し
た
。（
参
考
資
料
１
の
「
循
環

型
社
会
関
連
法
体
系
」
を
参
照
）

資
源
循
環
法
関
連
を
体
系
的
に
理
解

し
、
順
守
し
て
資
源
循
環
型
社
会
が
早

急
に
形
成
で
き
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

わ
が
国
は
資
源
少
国
で
あ
り
、
総
使

用
天
然
資
源
の
39
％
（
資
源
36
％
、
製

品
３
％
）
は
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
態
で
す
。
食
料
自
給
率
に
い
た
っ

て
は
40
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
参
考

資
料
２
の
「
わ
が
国
の
物
質
フ
ロ
ー
」

を
参
照
）

そ
の
た
め
に
も
資
源
循
環
型
社
会
を

早
急
に
形
成
し
、
資
源
の
安
定
確
保
を

図
る
こ
と
が
最
重
点
課
題
で
あ
り
ま
す
。

不
要
対
象
物
を
有
価
・
無
価
を
問
わ

ず
「
廃
棄
物
等
」
と
し
て
一
体
的
に
と

ら
え
、
製
品
等
が
廃
棄
物
等
と
な
る
こ

と
の
抑
制
を
図
る
べ
き
こ
と
、
発
生
し

た
廃
棄
物
等
に
つ
い
て
は
そ
の
有
用
性

に
着
目
し
て
「
循
環
資
源
」
と
し
て
と

ら
え
、廃
棄
物
の
排
出
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー

ス
）（
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｓ
ｅ
）、
再
使
用
（
リ

ユ
ー
ス
）（
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
）、
再
生
利
用

（
リ
サ
イ
ク
ル
）（
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
）

等
「
３
Ｒ
」
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
最
終
的
に
循
環
利
用
の
出
口
で

あ
る
廃
棄
物
の
適
正
処
分
の
確
保
に
努

め
、「
天
然
資
源
の
消
費
を
抑
制
し
、
環

境
へ
の
負
荷
が
で
き
る
限
り
低
減
さ
れ

る
社
会
」
で
あ
る
「
循
環
型
社
会
」
を

実
現
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

（
参
考
資
料
３
の
「
循
環
型
社
会
」
を
参

照
）排

出
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
と
は
、

不
必
要
な
も
の
は
買
わ
な
い
、
使
い
捨

て
の
ご
み
に
な
り
そ
う
な
も
の
は
利
用

し
な
い
こ
と
等
に
よ
り
、
ご
み
の
量
を

「
減
ら
す
」
こ
と
で
、
ご
み
問
題
の
み
な

ら
ず
、
環
境
問
題
全
般
に
と
っ
て
、
最

も
重
要
で
効
果
的
な
取
組
で
す
。

再
利
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
と
は
、
不
要

物
を
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
必
要
に
応

じ
て
、
修
理
、
洗
浄
等
を
行
っ
た
上
で
、

「
も
う
一
度
（
何
度
も
）
使
う
こ
と
」
で

す
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
品
物
を
購

入
し
て
使
用
す
る
こ
と
や
、
ビ
ー
ル
び

ん
を
回
収
し
再
利
用
す
る
こ
と
が
リ

ユ
ー
ス
対
策
に
含
ま
れ
ま
す
。
一
般
的

に
リ
サ
イ
ク
ル
に
比
べ
て
、
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
環
境
汚
染
が
少
な
く
、
リ

ユ
ー
ス
は
リ
サ
イ
ク
ル
よ
り
も
優
先
さ

れ
る
べ
き
取
組
で
す
。

し
か
し
、
か
つ
て
一
般
的
だ
っ
た
リ

タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
に
つ
い
て
は
、
国
民

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
で
後

退
が
目
立
ち
、
リ
ユ
ー
ス
び
ん
の
推
進

に
は
事
業
者
、
消
費
者
の
意
識
改
革
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

再
生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
と
は
、

不
要
に
な
っ
た
も
の
を
捨
て
ず
に
分
別

収
集
し
、
資
源
と
し
て
「
再
生
利
用
」

す
る
こ
と
で
す
。
リ
ユ
ー
ス
と
の
違
い

は
、
不
要
品
を
そ
の
ま
ま
再
使
用
す
る

の
で
は
な
く
、
一
度
原
材
料
の
形
に
戻

し
、
新
た
な
製
品
と
し
て
再
生
産
す
る

点
で
す
。
新
し
い
も
の
を
作
る
時
と
同

じ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
新

た
な
環
境
負
荷
を
生
じ
る
こ
と
も
多
く
、

リ
ユ
ー
ス
に
比
べ
て
優
先
順
位
は
低
い

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
中
に
、「
サ
ー

マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
熱
回
収
）」
の
考
え

方
も
あ
り
ま
す
。
上
記
の
リ
サ
イ
ク
ル

が
不
要
品
を
材
料
（
マ
テ
リ
ア
ル
）
と

し
て
、
製
品
を
再
生
産
す
る
こ
と
か
ら
、

「
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
言
わ
れ

る
の
に
対
し
、「
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」

は
、
廃
棄
物
を
「
燃
料
」
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
を
指
し
、
不
要
品
を
破
砕
し

て
埋
め
立
て
た
り
、
単
に
燃
や
し
て
し

ま
う
よ
り
熱
と
し
て
回
収
し
よ
う
と
す

る
考
え
方
で
す
が
、
熱
と
し
て
回
収
し

た
後
は
焼
却
灰
が
最
終
処
分
さ
れ
る
だ

け
で
、
そ
れ
以
上
循
環
し
な
い
こ
と
か

ら
、
循
環
型
社
会
の
構
築
や
全
般
的
な

環
境
保
全
の
手
段
と
し
て
は
マ
テ
リ
ア

ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
優
先
す
べ
き
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

最
終
処
分
は
「
３
Ｒ
」
を
推
進
し
た

結
果
で
あ
り
、
最
後
に
不
適
正
な
最
終

処
分
を
行
う
と
、
水
質
、
土
壌
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
悪
臭
の
問
題
も
生

じ
る
な
ど
、
周
囲
の
生
活
環
境
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
危
険
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

ど
う
し
て
も
最
終
処
分
せ
ざ
る
を
得
な

い
も
の
を
適
正
に
処
分
す
る
こ
と
が
非

常
に
重
要
で
す
。

適
正
な
最
終
処
分
を
行
う
た
め
に
、

ま
ず
大
前
提
と
な
る
の
は
、
周
囲
の
生

活
環
境
を
し
っ
か
り
守
る
こ
と
の
で
き

る
最
終
処
分
施
設
の
確
保
で
す
。
最
終

処
分
施
設
が
十
分
整
備
さ
れ
な
け
れ
ば
、

廃
棄
物
が
不
法
投
棄
さ
れ
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
最
終
処
分
施
設
に
搬
入
さ
れ

る
廃
棄
物
を
極
力
減
ら
す
こ
と
や
、
リ

デ
ュ
ー
ス
や
リ
ユ
ー
ス
対
策
の
推
進
が

非
常
に
重
要
で
す
が
、
そ
の
上
で
中
間

処
理
施
設
に
お
け
る
処
理
に
よ
っ
て
、

廃
棄
物
を
減
量
・
減
容
化
、
資
源
化
す

る
こ
と
で
、
最
終
処
分
量
を
大
き
く
減

ら
す
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

改
め
て
、
ご
み
を
捨
て
る
事
業
者
が
、

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
処
分
に
責
任
を

持
つ
「
排
出
者
責
任
」、
モ
ノ
を
つ
く
っ

た
り
、
販
売
し
た
り
す
る
事
業
者
が
、

モ
ノ
が
ご
み
に
な
っ
た
後
で
も
一
定
の

責
任
を
持
つ
「
拡
大
生
産
者
責
任
」
等
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
を
果

た
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

以
上
、
わ
が
国
の
社
会
経
済
が
健
全

に
発
展
す
る
た
め
に
資
源
循
環
型
社
会

の
構
築
が
不
可
欠
で
、
そ
の
た
め
の
資

源
循
環
法
規
制
、
及
び
具
体
的
な
行
動

に
触
れ
て
み
ま
し
た
。

循
環
型
社
会
の
重
要
性
や
緊
急
性
を

理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
具
体
的

な
行
動
の
実
行
に
な
か
な
か
踏
み
出
せ

な
い
の
が
、
実
情
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

今
後
、
極
力
「
廃
棄
物
」
と
言
わ
ず
、

「
循
環
資
源
」
と
言
い
、
効
率
の
良
い

「
資
源
循
環
」
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
中
小
企
業
診
断
士
　
布
施
光
義
）
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経済産業省・中小企業庁はこのほど「中小企業ＢＣＰ（事業継続計画）策定運用指針」を、同庁ＨＰ上

に公開した。

同指針は、近年、地震、台風、集中豪雨等の自然災害が多発し、多くの中小企業が直接間接の被害を受

けるなど、被災地の地域経済に大きな打撃を与えていることから、災害に対する有効な事前対策として、

中小企業におけるＢＣＰ（Business Continuity Plan＝事業継続計画）の普及浸透が必要であるとして策定

されたもので、中小企業者自らが自社ＢＣＰを自力で策定できるものとなっている。

また、同指針は、基本、中級、上級の３コースが設定されており、最も簡易な「基本コース」の場合、

用意されたシートの空欄を埋めれば自社ＢＣＰを策定することができ、「中級コース」は、さらに理論を学

びつつＢＣＰを確立するコースである。さらに、「上級コース」については、ＢＣＰを策定・運用済みの複

数の企業が連携して共同で策定するものと位置づけられ、「サプライチェーンを形成する企業群」「同業者

の協同組合」「地域的な協同組合」での対応が効果的とされている。

■BCPとは
Business Continuity Plan（事業継続計画）の略称。自然災害、大災害、テロ攻撃等の緊急事態に備える、

企業のリスクマネジメントの新手法である。ＢＣＰは欧米においてノウハウが発達し普及しているが、日

本ではまだ一部の大企業が策定しているのみ。

■ＢＣＰの特徴
優先して継続し復旧すべき「中核事業」とその他事業を予め峻別する点、取引先との関係等を勘案し

「復旧目標時間」を厳密に設定する点、「ＢＣＰサイクル」を運用し社内浸透と継続的見直しを図る点等が、

従来の防災計画と異なるＢＣＰの主な特徴である。

■なぜ中小企業にBCP
災害等により中小企業の事業中断が広範かつ長期に及べば、地域経済に大きな打撃となる。このため災

害発生後の政府の中小企業対策は既に相当充実しているが、災害発生前の対策には限界があり、そこで、

中小企業自らBCPを策定することが望まれる。

■中小企業BCP策定運用指針の公開
多忙な中小企業者が、過度な負担なく自社BCPを自力で策定できるよう、中小企業庁はこのほどＨＰ上

に「中小企業BCP策定運用指針」を公開した。

利用は無料。ＵＲＬは、http://www.chusho.meti.go.jp/bcp/

■中小企業BCP策定運用指針の内容
中小企業の余力に応じて、基本、中級、上級の３コースを設定。最も簡易な基本コースの場合、用意さ

れたシートの空欄を埋めれば自社のBCPが策定できる。アウトプットは、「Ａ社０６年度事業継続計画書」

という数十ページの文書となる。

■中小企業BCP策定運用指針の普及
全国の地方自治体、中小企業団体、金融機関等と連携し指針の普及を図る。また、中小企業が自社BCP

に基づき防災投資をする場合の資金を優遇金利で融資する。

■問い合わせ先
経済産業省　中小企業庁経営安定対策室　℡. ０３－３５０１－０４５９
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■連携リーダー■

【
青
年
中
央
会
の
沿
革
】

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会

は
、
昭
和
51
年
に
次
世
代
を
担
う
青
年
経

営
者
の
育
成
と
会
員
の
相
互
研
鑽
を
図
る

目
的
で
、
千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

の
青
年
部
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。
昭
和
62

年
に
は
組
織
の
充
実
強
化
と
自
主
的
な
運

営
を
図
る
た
め
に
青
年
中
央
会
へ
と
改

組
。
今
年
で
創
立
30
年
に
な
る
。
現
在
の

会
員
は
48
グ
ル
ー
プ
、
約
１
０
０
０
社
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

青
年
中
央
会
に
は
県
下
全
域
の
多
く
の

業
種
の
青
年
部
が
加
入
し
て
お
り
、
会
員

相
互
の
交
流
、
連
携
を
通
じ
て
異
業
種
交

流
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡
大
の
場
を
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
種
講
習
会
・
研

修
会
を
実
施
し
、
各
青
年
部
の
育
成
強
化

を
図
っ
て
、
本
会
の
坂
戸
誠
一
会
長
（
千

葉
鉄
工
業
団
地
（
協
）
理
事
長
）
を
始
め
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
富
ん
だ
多
く
の
人
材

を
輩
出
し
て
き
た
。

【
組
合
の
概
要
と
高
橋
氏
の
横
顔
】

高
橋
功
氏
は
（
協
）
船
橋
ト
ラ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
青
年
部
の
副
部
長
で
、
千
葉
県
中

小
企
業
団
体
青
年
中
央
会
の
代
表
幹
事
。

（
協
）
船
橋
ト
ラ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
は
昭

和
38
年
に
当
時
の
千
葉
県
貨
物
自
動
車
協

会
船
橋
ト
ラ
ッ
ク
部
会
が
中
心
と
な
っ

て
、
船
橋
市
、
習
志
野
市
、
市
川
市
、
八

千
代
町
、
鎌
ケ
谷
町
の
33
事
業
者
が
、
組

合
員
の
取
り
扱
う
貨
物
の
共
同
受
注
や
自

動
車
燃
料
等
の
共
同
購
買
を
主
た
る
事
業

目
的
に
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
地
域
は
、
京
葉
臨
海
工
業
地
帯
を

は
じ
め
多
く
の
産
業
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

千
葉
港
、
成
田
空
港
に
も
近
い
た
め
、
組

合
は
こ
の
地
域
特
性
を
生
か
し
て
多
様
な

輸
送
形
態
を
築
い
て
き
た
。

高
橋
さ
ん
は
、
昭
和
34
年
10
月
東
京
生

ま
れ
。
大
学
を
卒
業
し
て
非
破
壊
検
査
の

会
社
で
14
年
間
エ
ン
ジ
ニ
ア
生
活
の
後
、

お
父
さ
ん
が
創
業
し
た
共
同
通
運
譁
に
入

社
。
現
在
は
取
締
役
副
社
長
と
し
て
、
本

社
営
業
管
理
部
門
を
取
り
仕
切
っ
て
い

る
。
共
同
通
運
の
事
業
は
、
食
料
品
・
雑

貨
、
工
業
原
料
・
工
業
製
品
の
輸
送
、
車

両
の
車
検
、
整
備
等
を
行
な
っ
て
お
り
、

現
在
車
両
90
台
を
保
有
し
て
い
る
。

高
橋
さ
ん
は
常
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
く
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
そ
う
だ
。

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会

代
表
幹
事

高
　
橋
　
　
　
功

■千葉県中小企業団体青年中央会

所 在 地　千葉市中央区千葉港4-2
千葉県中小企業団体中央会内

代 表 者　高橋　功
会 員 数　48グループ

■（協）船橋トラックセンター

所 在 地　船橋市港湊町3-11-2
シーサイドフォレスト201

代 表 者　根岸　俊夫
会 員 数　32（出資金172万円）

組合の田中事務局長（左）と高橋青年部副部長

可
能
性
の
あ
る
と
こ
ろ
に
蓋
を
し
な
い

で
、
自
分
で
や
っ
て
み
る
こ
と
が
身
上
。

４
年
前
に
青
年
中
央
会
の
代
表
幹
事
を
引

き
受
け
た
の
も
そ
ん
な
気
持
か
ら
だ
そ
う

だ
。愛

読
書
を
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
今
は

特
に
な
い
が
、
以
前
は
井
上
靖
の
中
国
史

記
も
の
を
結
構
読
ん
で
い
た
そ
う
だ
。
趣

味
は
ご
自
分
で
は
万
年
初
心
者
と
い
う
ゴ

ル
フ
。
ご
家
族
は
奥
様
と
高
３
と
中
２
の

お
嬢
さ
ん
と
中
３
の
ご
長
男
で
佐
倉
市
に

在
住
。
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経済産業省・中小企業庁はこのほど「中小企業ＢＣＰ（事業継続計画）策定運用指針」を、同庁ＨＰ上

に公開した。

同指針は、近年、地震、台風、集中豪雨等の自然災害が多発し、多くの中小企業が直接間接の被害を受

けるなど、被災地の地域経済に大きな打撃を与えていることから、災害に対する有効な事前対策として、

中小企業におけるＢＣＰ（Business Continuity Plan＝事業継続計画）の普及浸透が必要であるとして策定

されたもので、中小企業者自らが自社ＢＣＰを自力で策定できるものとなっている。

また、同指針は、基本、中級、上級の３コースが設定されており、最も簡易な「基本コース」の場合、

用意されたシートの空欄を埋めれば自社ＢＣＰを策定することができ、「中級コース」は、さらに理論を学

びつつＢＣＰを確立するコースである。さらに、「上級コース」については、ＢＣＰを策定・運用済みの複

数の企業が連携して共同で策定するものと位置づけられ、「サプライチェーンを形成する企業群」「同業者

の協同組合」「地域的な協同組合」での対応が効果的とされている。

■BCPとは
Business Continuity Plan（事業継続計画）の略称。自然災害、大災害、テロ攻撃等の緊急事態に備える、

企業のリスクマネジメントの新手法である。ＢＣＰは欧米においてノウハウが発達し普及しているが、日

本ではまだ一部の大企業が策定しているのみ。

■ＢＣＰの特徴
優先して継続し復旧すべき「中核事業」とその他事業を予め峻別する点、取引先との関係等を勘案し

「復旧目標時間」を厳密に設定する点、「ＢＣＰサイクル」を運用し社内浸透と継続的見直しを図る点等が、

従来の防災計画と異なるＢＣＰの主な特徴である。

■なぜ中小企業にBCP
災害等により中小企業の事業中断が広範かつ長期に及べば、地域経済に大きな打撃となる。このため災

害発生後の政府の中小企業対策は既に相当充実しているが、災害発生前の対策には限界があり、そこで、

中小企業自らBCPを策定することが望まれる。

■中小企業BCP策定運用指針の公開
多忙な中小企業者が、過度な負担なく自社BCPを自力で策定できるよう、中小企業庁はこのほどＨＰ上

に「中小企業BCP策定運用指針」を公開した。

利用は無料。ＵＲＬは、http://www.chusho.meti.go.jp/bcp/

■中小企業BCP策定運用指針の内容
中小企業の余力に応じて、基本、中級、上級の３コースを設定。最も簡易な基本コースの場合、用意さ

れたシートの空欄を埋めれば自社のBCPが策定できる。アウトプットは、「Ａ社０６年度事業継続計画書」

という数十ページの文書となる。

■中小企業BCP策定運用指針の普及
全国の地方自治体、中小企業団体、金融機関等と連携し指針の普及を図る。また、中小企業が自社BCP

に基づき防災投資をする場合の資金を優遇金利で融資する。

■問い合わせ先
経済産業省　中小企業庁経営安定対策室　℡. ０３－３５０１－０４５９
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団
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的
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運
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に
青
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中
央
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と
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組
。
今
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で
創
立
30
年
に
な
る
。
現
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の

会
員
は
48
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、
約
１
０
０
０
社
で
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。
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の
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、
連
携
を
通
じ
て
異
業
種
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流
や
ビ
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拡
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の
場
を
提
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ま
た
、
各
種
講
習
会
・
研

修
会
を
実
施
し
、
各
青
年
部
の
育
成
強
化

を
図
っ
て
、
本
会
の
坂
戸
誠
一
会
長
（
千

葉
鉄
工
業
団
地
（
協
）
理
事
長
）
を
始
め
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
富
ん
だ
多
く
の
人
材

を
輩
出
し
て
き
た
。

【
組
合
の
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と
高
橋
氏
の
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顔
】
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功
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（
協
）
船
橋
ト
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ク
セ
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ー
青
年
部
の
副
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で
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千
葉
県
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小
企
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団
体
青
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中
央
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の
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幹
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。

（
協
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船
橋
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昭

和
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に
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葉
県
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車
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ト
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部
会
が
中
心
と
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て
、
船
橋
市
、
習
志
野
市
、
市
川
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、
八

千
代
町
、
鎌
ケ
谷
町
の
33
事
業
者
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組

合
員
の
取
り
扱
う
貨
物
の
共
同
受
注
や
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動
車
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葉
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葉
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、
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空
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に
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送
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。
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昭
和
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10
月
東
京
生
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れ
。
大
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を
卒
業
し
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非
破
壊
検
査
の
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で
14
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間
エ
ン
ジ
ニ
ア
生
活
の
後
、

お
父
さ
ん
が
創
業
し
た
共
同
通
運
譁
に
入

社
。
現
在
は
取
締
役
副
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長
と
し
て
、
本

社
営
業
管
理
部
門
を
取
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仕
切
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て
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。
共
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通
運
の
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は
、
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品
・
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、
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原
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・
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業
製
品
の
輸
送
、
車

両
の
車
検
、
整
備
等
を
行
な
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て
お
り
、

現
在
車
両
90
台
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保
有
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る
。
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は
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に
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と
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だ
。

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会

代
表
幹
事

高
　
橋
　
　
　
功

■千葉県中小企業団体青年中央会

所 在 地　千葉市中央区千葉港4-2
千葉県中小企業団体中央会内

代 表 者　高橋　功
会 員 数　48グループ

■（協）船橋トラックセンター

所 在 地　船橋市港湊町3-11-2
シーサイドフォレスト201

代 表 者　根岸　俊夫
会 員 数　32（出資金172万円）

組合の田中事務局長（左）と高橋青年部副部長

可
能
性
の
あ
る
と
こ
ろ
に
蓋
を
し
な
い

で
、
自
分
で
や
っ
て
み
る
こ
と
が
身
上
。

４
年
前
に
青
年
中
央
会
の
代
表
幹
事
を
引

き
受
け
た
の
も
そ
ん
な
気
持
か
ら
だ
そ
う

だ
。愛

読
書
を
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
今
は

特
に
な
い
が
、
以
前
は
井
上
靖
の
中
国
史

記
も
の
を
結
構
読
ん
で
い
た
そ
う
だ
。
趣

味
は
ご
自
分
で
は
万
年
初
心
者
と
い
う
ゴ

ル
フ
。
ご
家
族
は
奥
様
と
高
３
と
中
２
の

お
嬢
さ
ん
と
中
３
の
ご
長
男
で
佐
倉
市
に

在
住
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昨
年
度
に
県
内
で
設
立
さ
れ
た
組
合

は
20
組
合
で
し
た
。
そ
の
形
態
別
内
訳

は
協
同
組
合
15
、
企
業
組
合
４
、
商
店

街
振
興
組
合
が
１
組
合
で
、
１
組
合
当

た
り
の
組
合
員
数
は
９
・
４
名
、
出
資

金
額
は
２
８
１
万
円
、
１
組
合
員
当
た

り
の
出
資
金
額
は
30
万
円
で
あ
っ
た
。

以
下
は
そ
の
概
要
（
名
称
、
組
合
員
数
、

出
資
金
額
、
代
表
者
名
、
所
在
地
）。

▼
千
葉
ア
ク
ア
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
協
）

６
名
、
１
２
０
万
円
、
鷹
野
繁
雄
〔
木

更
津
市
〕

▼
松
戸
葬
祭
業
（
協
）
８
名
、
２
０
０

０
万
円
、
杉
浦
裕
〔
松
戸
市
〕

▼
小
金
原
中
央
商
店
街
（
振
）
32
名
、

１
６
０
万
円
、
遠
藤
靖
則
〔
松
戸
市
〕

▼
（
企
）
萌
・
４
名
、
３
０
０
万
円
、

真
部
富
輝
枝
〔
千
葉
市
〕

▼
外
房
水
産
物
共
同
購
入
・
販
売
（
協
）

６
名
、
１
２
０
万
円
、
斉
藤
政
宏
〔
勝

浦
市
〕

▼
千
葉
物
流
（
協
）
10
名
、
３
０
０
万

円
、
石
山
文
男
〔
四
街
道
市
〕

▼
（
企
）
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ

ブ
紙
ふ
う
せ
ん
・
22
名
、
７
０
０
万
円
、

宮
野
洋
子
〔
野
田
市
〕

▼
Ｃ
Ｉ
Ｎ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
協
）
７
名
、
１
０
０
万
円
、
篠
原
茂

〔
印
西
市
〕

▼
デ
ザ
イ
ン
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
Ｔ
Ｏ
Ｙ

Ｏ
（
協
）
５
名
、
１
０
０
万
円
、
大
岩

勲
〔
い
す
み
市
〕

▼
袖
ヶ
浦
造
園
（
協
）
６
名
、
１
２
０

万
円
、
小
林
庸
浩
〔
袖
ヶ
浦
市
〕

▼
京
葉
レ
ッ
カ
ー
事
業
（
協
）
10
名
、

１
０
０
万
円
、
石
田
富
夫
〔
富
里
市
〕

▼
富
士
見
商
店
街
（
協
）
６
名
、
１
０

０
万
円
、
米
倉
豊
〔
千
葉
市
〕

▼
（
企
）
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ

ブ
・
ハ
ー
ブ
・
８
名
、
１
２
０
万
円
、

堀
石
順
子
〔
佐
倉
市
〕

▼
長
柄
町
浄
化
槽
管
理
（
協
）
５
名
、

１
０
０
万
円
、
石
井
健
嗣
〔
長
生
郡
長

柄
町
〕

▼
（
企
）
ア
ス
ラ
ッ
ク
・
４
名
、
80
万

円
、
樋
口
慎
介
〔
我
孫
子
市
〕

▼
千
葉
建
設
業
（
協
）
４
名
、
１
０
０

万
円
、
大
和
久
満
〔
茂
原
市
〕

▼
建
築
・
内
装
専
門
工
事
業
（
協
）
５

名
、
５
０
０
万
円
、
伊
藤
銀
平
〔
習
志

野
市
〕

▼
柏
市
不
動
産
鑑
定
（
協
）
６
名
、
１

８
０
万
円
、
森
昭
代
〔
柏
市
〕

▼
芝
山
建
設
（
協
）
16
名
、
１
０
５
万

円
、
石
井
重
男
〔
山
武
郡
芝
山
町
〕

▼
成
田
建
築
（
協
）
19
名
、
１
０
０
万

円
、
佐
久
間
勇
〔
成
田
市
〕

精
神
障
害
者
の
雇
用
に
関
す
る

事
業
主
向
け
相
談
支
援
事
業

精
神
障
害
者
の
障
害
特
性
に
関
す
る

知
識
や
必
要
な
雇
用
に
関
す
る
配
慮
事

項
等
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
の
皆
様
に

周
知
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況

に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
精
神
障
害
者
の
雇
用
に

関
す
る
事
業
主
向
け
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
助
言
、
情
報
提
供
や
専
門
機
関
の

あ
っ
せ
ん
、
普
及
・
啓
発
等
を
実
施
し
、

事
業
主
の
皆
様
へ
の
精
神
障
害
者
雇
用

の
支
援
を
い
た
し
ま
す
。

〔
事
業
の
内
容
〕

事
業
主
向
け
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

相
談
窓
口
対
応
、
事
業
者
訪
問
、
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
、
事
業
主
が
集
ま
る
機
会

の
活
用
等
を
通
じ
て
、
以
下
の
こ
と
を

行
な
い
ま
す
。

★
精
神
障
害
者
の
雇
用
に
関
す
る
助

言
・
情
報
の
提
供
★
相
談
内
容
に
応
じ

た
支
援
機
関
の
あ
っ
せ
ん
、
連
絡
調
整

★
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
精
神
障

害
者
の
把
握
・
確
認
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
周
知

詳
細
は

本
会
連
携
支
援
部

精
神
障
害
者
雇
用
相
談
員

℡
０
４
３
・
２
４
２
・
３
２
７
７

「
中
小
会
社
・
有
限
会
社
の
新
会
社

法
」
特
別
頒
布
の
お
知
ら
せ

本
書
は
、
こ
の
ほ
ど
施
行
さ
れ
た
新

会
社
法
に
お
け
る
中
小
会
社
、
と
く
に

特
例
有
限
会
社
・
合
同
会
社
等
に
つ
い

て
法
務
省
の
立
案
担
当
官
が
解
説
し
た

も
の
で
、
中
小
会
社
に
適
用
さ
れ
る
法

制
度
を
理
解
す
る
た
め
の
必
携
書
で
す
。

新
会
社
法
の
施
行
に
伴
い
、
株
式
会

社
と
有
限
会
社
制
度
が
統
合
さ
れ
、
株

式
会
社
に
は
会
社
法
の
み
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
有
限
会
社
に
つ

い
て
は
会
社
法
の
規
律
一
部
変
更
を
加

え
て
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
「
会
社
法
」

「
整
備
法
」「
政
令
」
の
規
律
を
す
べ
て

確
認
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
。
本
書

は
立
案
担
当
者
が
執
筆
し
た
も
の
で
、

中
小
会
社
に
と
っ
て
は
必
携
の
書
で
す
。

■
体
裁
　
Ａ
５
判
、
５
６
６
謨

■
定
価
　
３
５
７
０
円
（
税
込
）

■
頒
布
価
格
　
３
２
０
０
円
（
税
込
）

■
申
込
締
切
　
５
月
31
日

■
納
本
　
注
文
を
受
け
次
第
、
順
次
発

行
元
よ
り
、
請
求
書
、
郵
便
振
替
用
紙

を
添
え
て
発
送
し
ま
す
。

■
申
込
　
本
会
総
務
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
３
・
２
４
２
・
３
２
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
３
・
２
４
７
・
８
４
１
０

新
京
成
線
は
松
戸
と
京
成
津
田
沼
間

26
誅
誡
（
直
線
距
離
で
は
13
誅
誡
）
を

40
分
で
結
ぶ
。
八
柱
駅
は
松
戸
市
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
、
Ｊ
Ｒ
の
新
八
柱
駅

と
合
わ
せ
る
と
乗
降
客
数
は
１
日
８
万

３
０
０
０
人
で
松
戸
市
第
２
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
。

駅
周
辺
に
は
ス
ー
パ
ー
、
飲
食
店
、

進
学
塾
等
で
賑
っ
て
い
る
。
駅
の
北
部

に
21
世
紀
の
森
と
ホ
ー
ル
、
博
物
館
、

図
書
館
、
南
に
は
八
柱
霊
園
。
東
西
に

常
盤
平
か
ら
稔
台
ま
で
の
閑
静
な
住
宅

街
が
広
が
っ
て
い
る
。

from
the
editor

ま
た
、
情
報
発
信
事
業
の
担
当
に
な

り
ま
し
た
。
皆
様
の
お
役
に
立
つ
広
報

誌
を
目
指
し
て
、
こ
の
１
年
間
鋭
意
努

力
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
の
組
合
が
新
聞
や
雑
誌

に
紹
介
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
コ

ピ
ー
を
本
会
業
務
推
進
部
ま
で
送
付
下

さ
い
。
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

E-m
ail:

funatogaw
a@
chuokai-chiba.or.jp
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■景　　況■

上
回
り
数
量
的
に
は
上
向
い
た
。

■
電
気
鍍
金

【
県
下
全
域
】

年
度
末
の
た
め
幾
分
受
注
量
は
増
加

し
て
き
て
い
る
が
、
新
年
度
に
入
る
と

例
年
受
注
量
が
減
少
す
る
の
で
、
４
〜

６
月
の
収
益
が
心
配
さ
れ
る
。

■
鉄
工

【
千
葉
】

企
業
間
で
バ
ラ
つ
き
が
見
ら
れ
る
も

の
の
総
じ
て
順
調
。

■
機
械
金
属
製
造
他
異
業
種

【
流
山
】

３
月
は
前
月
及
び
前
年
同
月
比
と
も

決
算
等
の
影
響
で
悪
化
の
傾
向
。
大
企

業
の
景
況
感
は
良
い
が
、
中
小
製
造
業

は
未
だ
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
。

■
採
石

【
県
下
全
域
】

公
共
事
業
縮
減
で
改
善
な
し
。
出
荷

状
況
全
く
変
化
な
し
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
卸

【
県
下
全
域
】

古
紙
価
格
若
干
上
昇
。
鉄
・
非
鉄
金

属
も
好
調
を
キ
ー
プ
し
て
い
る
。

■
建
築
材
料
卸
売

【
県
下
全
域
】

セ
メ
ン
ト
建
設
関
連
に
は
景
気
回
復

は
感
じ
ら
れ
な
い
。

官
公
需
の
厳
し
い
落
ち
込
み
を
民
需

で
は
支
え
き
れ
な
い
様
相
で
あ
る
。
耐

震
偽
装
問
題
か
ら
建
築
確
認
が
遅
れ
、

着
工
ず
れ
込
み
が
出
て
き
て
い
る
。
底

は
ま
だ
見
え
な
い
の
が
本
当
の
と
こ
ろ

で
あ
る
。

値
上
げ
攻
勢
は
依
然
続
い
て
い
る
。

量
は
望
め
な
い
の
で
手
取
り
収
益
重
視

の
販
売
が
続
く
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
値

上
げ
を
更
に
継
続
し
、
収
益
回
復
を
図

面
で
続
く
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

■
小
売

【
東
金
】

新
入
学
関
連
商
品
は
、
ま
ず
ま
ず
の

売
上
を
示
し
て
い
る
。
月
末
に
勢
い
が

ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
っ
た
。
全
体
的
に
は

今
月
は
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
。

■
小
売

【
野
田
】

月
初
め
か
ら
低
迷
し
て
い
た
が
、
春

休
み
に
入
り
、
入
学
や
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー

関
連
の
商
品
を
中
心
に
売
上
が
伸
び
た
。

■
農
業
機
械
販
売
整
備

【
県
下
全
域
】

農
水
省
の
レ
ポ
ー
ト
「
我
が
国
の
食

料
自
給
率
と
向
上
」
を
受
け
、
業
界
は
、

国
産
農
産
物
の
消
費
拡
大
、
地
産
地
消
、

担
い
手
の
育
成
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
、
農

地
の
再
活
用
、
株
式
会
社
の
農
業
参
入

促
進
な
ど
の
構
造
的
改
革
の
時
代
に
ど

う
対
応
す
る
の
か
、
組
合
と
し
て
の
鼎

の
軽
重
が
問
わ
れ
る
。

■
小
売
･
サ
ー
ビ
ス

【
銚
子
】

先
月
よ
り
も
悪
い
。

■
小
売
･
サ
ー
ビ
ス

【
習
志
野
】

国
の
景
気
上
昇
の
発
表
と
現
実
の
商

業
景
気
と
は
隔
た
り
が
あ
る
。

■
小
売
･
サ
ー
ビ
ス

【
千
葉
】

期
末
で
各
企
業
と
も
活
発
な
動
き
で

多
忙
。
反
面
、
歓
送
迎
会
、
入
学
式
、

卒
業
式
等
の
会
合
、
諸
会
議
の
利
用
が

多
く
ホ
テ
ル
、
飲
食
関
係
は
売
上
を
伸

ば
し
て
い
る
。

■
建
設
揚
重

【
県
下
全
域
】

需
要
旺
盛
、
価
格
も
若
干
動
き
あ
り
。

■
旅
館

【
勝
浦
】

少
し
ず
つ
良
く
な
っ
て
い
る
。

■
遊
覧
船

【
鴨
川
】

１
、
２
月
の
寒
波
の
余
波
で
花
の
咲

く
時
期
が
遅
れ
た
の
と
、
３
月
は
予
定

通
り
の
客
が
動
き
、
日
帰
り
客
も
増
加

し
、
さ
ら
に
欠
航
が
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
乗
船
客
が
増
加
し
た
。

■
建
物
サ
ー
ビ
ス

【
県
下
全
域
】

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
大
手
企
業

が
指
定
管
理
者
と
な
り
、
そ
の
下
請
け

に
入
れ
る
企
業
は
い
い
が
、
大
手
企
業

の
子
会
社
も
一
緒
に
つ
い
て
く
る
た
め

に
受
注
額
が
減
少
し
、
千
葉
の
企
業
は

大
変
だ
と
思
う
。

■
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

【
県
下
全
域
】

ゆ
る
や
か
に
好
転
し
て
い
る
。

■
建
設

【
県
下
全
域
】

当
連
合
会
加
入
組
合
員
の
官
公
庁

（
国
、
県
、
市
町
村
）
か
ら
の
受
注
金
額

は
46
億
７
１
０
０
万
円
で
あ
っ
た
。
前

月
比
で
は
21
億
４
０
０
万
円
の
増
加
、

前
年
同
月
比
で
は
22
億
４
０
０
万
円
の

減
少
で
あ
っ
た
。

■
貨
物
運
送

【
野
田
】

大
手
企
業
で
は
増
益
の
報
告
を
多
く

聞
く
が
、
そ
れ
ら
は
雇
用
や
下
請
け
へ

の
し
わ
寄
せ
に
よ
る
こ
と
が
大
き
い
と

感
じ
ら
れ
る
。
未
だ
軽
油
値
上
げ
や
Ｐ

Ｍ
法
車
両
入
れ
替
え
に
対
す
る
運
賃
へ

の
反
映
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
作
業
の
多
様
化
に
よ
り
人

件
費
が
と
も
す
る
と
増
加
し
そ
う
な
兆

し
も
あ
る
。

■
味
噌
製
造

【
県
下
全
域
】

ほ
ん
の
少
し
好
転
し
た
。

■
そ
の
他
繊
維
製
造

【
県
下
全
域
】

年
度
末
な
の
で
、
３
月
い
っ
ぱ
い
完

了
の
注
文
が
多
く
、
や
り
く
り
が
大
変

で
あ
る
。
４
月
以
降
の
仕
事
が
少
な
い

の
が
不
安
で
あ
る
。

■
製
材

【
県
下
全
域
】

素
材
、
製
材
品
と
も
に
取
引
は
低
調

に
推
移
し
て
い
る
。
特
に
素
材
は
、
並

材
が
完
全
な
コ
ス
ト
割
れ
状
態
が
続
い

て
お
り
出
材
が
少
な
い
。
製
材
は
在
庫

整
理
が
進
ま
ず
、
注
文
の
手
持
ち
の
な

い
も
の
を
そ
ろ
え
る
た
め
ス
ポ
ッ
ト
的

取
引
が
主
流
。

そ
う
い
っ
た
中
、
県
外
資
本
の
建
材

中
堅
の
進
出
が
う
わ
さ
さ
れ
て
お
り
、

新
た
な
客
を
呼
ぶ
き
っ
か
け
に
な
る
が
、

既
存
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
と
ら
れ
る
か
先

行
き
不
透
明
で
あ
る
。

■
印
刷

【
千
葉
】

世
に
言
う
好
況
は
末
端
に
は
及
ん
で

い
な
い
。
官
公
庁
の
年
度
末
需
要
は
期

待
外
れ
で
業
者
各
社
が
困
窮
し
て
い
る
。

県
の
発
注
方
式
に
つ
い
て
陳
情
・
打
合

せ
に
管
財
課
を
訪
問
し
た
。
厳
し
い
時

代
に
な
っ
て
き
た
。

■
生
コ
ン
製
造

【
県
下
全
域
】

前
年
同
月
比
及
び
累
計
で
も
前
年
を

情
報
連
絡
員
報
告
を
中
心
と
し
た

県
内
の
中
小
企
業
動
向

＆
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
３
月

る
し
か
な
い
。
組
合
取
扱
数
量
は
今
年

度
想
定
計
画
を
上
回
り
推
移
し
て
い
る
。

来
年
度
も
同
程
度
の
組
合
事
業
は
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

■
自
動
車
解
体

【
県
下
全
域
】

相
変
わ
ら
ず
使
用
済
み
車
の
仕
入
れ

価
格
は
高
い
も
の
の
、
各
社
と
も
入
庫

台
数
が
前
年
同
月
比
で
増
え
て
お
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
法
始
ま
っ
て
以
来
の
好
調

な
入
庫
と
な
っ
た
模
様
だ
。

国
内
部
品
市
場
も
、
３
月
は
比
較
的

流
通
量
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
業
界
内

に
は
久
し
ぶ
り
に
い
い
雰
囲
気
が
漂
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
入
庫
台
数
が
回
復

し
な
い
事
業
者
も
お
り
、
自
動
車
解
体

業
界
に
も
優
勝
劣
敗
の
格
差
社
会
が
出

現
し
つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

■
小
売

【
柏
】

軽
衣
料
を
中
心
に
、
昨
年
よ
り
は
良

い
。
新
入
学
、
新
社
会
人
関
連
の
商
品

は
、
前
年
並
み
で
推
移
し
た
。

■
電
気
機
器
小
売

【
県
下
全
域
】

薄
型
テ
レ
ビ
が
日
刊
紙
で
07
年
度
イ

ン
チ
当
た
り
５
０
０
０
円
に
な
る
と
大

き
く
報
道
さ
れ
、
需
要
に
大
き
な
ブ

レ
ー
キ
。
好
調
が
失
速
し
た
。

■
中
古
車
販
売

【
県
下
全
域
】

相
場
弱
含
み
必
至
の
情
勢
で
デ
ィ

ラ
ー
各
社
を
中
心
と
し
た
在
庫
調
整
が

加
速
、
仕
入
れ
セ
ー
ブ
に
傾
き
、
売
り

一
色
の
流
れ
が
強
ま
る
。

軽
自
動
車
の
突
出
で
期
待
を
か
け
に

く
い
展
開
に
な
り
、
直
販
は
厳
し
い
局

平
成
17
年
度
組
合
設
立
指
導
状
況

蘚

【
八
柱
駅
】
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昨
年
度
に
県
内
で
設
立
さ
れ
た
組
合

は
20
組
合
で
し
た
。
そ
の
形
態
別
内
訳

は
協
同
組
合
15
、
企
業
組
合
４
、
商
店

街
振
興
組
合
が
１
組
合
で
、
１
組
合
当

た
り
の
組
合
員
数
は
９
・
４
名
、
出
資

金
額
は
２
８
１
万
円
、
１
組
合
員
当
た

り
の
出
資
金
額
は
30
万
円
で
あ
っ
た
。

以
下
は
そ
の
概
要
（
名
称
、
組
合
員
数
、

出
資
金
額
、
代
表
者
名
、
所
在
地
）。

▼
千
葉
ア
ク
ア
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
協
）

６
名
、
１
２
０
万
円
、
鷹
野
繁
雄
〔
木

更
津
市
〕

▼
松
戸
葬
祭
業
（
協
）
８
名
、
２
０
０

０
万
円
、
杉
浦
裕
〔
松
戸
市
〕

▼
小
金
原
中
央
商
店
街
（
振
）
32
名
、

１
６
０
万
円
、
遠
藤
靖
則
〔
松
戸
市
〕

▼
（
企
）
萌
・
４
名
、
３
０
０
万
円
、

真
部
富
輝
枝
〔
千
葉
市
〕

▼
外
房
水
産
物
共
同
購
入
・
販
売
（
協
）

６
名
、
１
２
０
万
円
、
斉
藤
政
宏
〔
勝

浦
市
〕

▼
千
葉
物
流
（
協
）
10
名
、
３
０
０
万

円
、
石
山
文
男
〔
四
街
道
市
〕

▼
（
企
）
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ

ブ
紙
ふ
う
せ
ん
・
22
名
、
７
０
０
万
円
、

宮
野
洋
子
〔
野
田
市
〕

▼
Ｃ
Ｉ
Ｎ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
協
）
７
名
、
１
０
０
万
円
、
篠
原
茂

〔
印
西
市
〕

▼
デ
ザ
イ
ン
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
Ｔ
Ｏ
Ｙ

Ｏ
（
協
）
５
名
、
１
０
０
万
円
、
大
岩

勲
〔
い
す
み
市
〕

▼
袖
ヶ
浦
造
園
（
協
）
６
名
、
１
２
０

万
円
、
小
林
庸
浩
〔
袖
ヶ
浦
市
〕

▼
京
葉
レ
ッ
カ
ー
事
業
（
協
）
10
名
、

１
０
０
万
円
、
石
田
富
夫
〔
富
里
市
〕

▼
富
士
見
商
店
街
（
協
）
６
名
、
１
０

０
万
円
、
米
倉
豊
〔
千
葉
市
〕

▼
（
企
）
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ

ブ
・
ハ
ー
ブ
・
８
名
、
１
２
０
万
円
、

堀
石
順
子
〔
佐
倉
市
〕

▼
長
柄
町
浄
化
槽
管
理
（
協
）
５
名
、

１
０
０
万
円
、
石
井
健
嗣
〔
長
生
郡
長

柄
町
〕

▼
（
企
）
ア
ス
ラ
ッ
ク
・
４
名
、
80
万

円
、
樋
口
慎
介
〔
我
孫
子
市
〕

▼
千
葉
建
設
業
（
協
）
４
名
、
１
０
０

万
円
、
大
和
久
満
〔
茂
原
市
〕

▼
建
築
・
内
装
専
門
工
事
業
（
協
）
５

名
、
５
０
０
万
円
、
伊
藤
銀
平
〔
習
志

野
市
〕

▼
柏
市
不
動
産
鑑
定
（
協
）
６
名
、
１

８
０
万
円
、
森
昭
代
〔
柏
市
〕

▼
芝
山
建
設
（
協
）
16
名
、
１
０
５
万

円
、
石
井
重
男
〔
山
武
郡
芝
山
町
〕

▼
成
田
建
築
（
協
）
19
名
、
１
０
０
万

円
、
佐
久
間
勇
〔
成
田
市
〕

精
神
障
害
者
の
雇
用
に
関
す
る

事
業
主
向
け
相
談
支
援
事
業

精
神
障
害
者
の
障
害
特
性
に
関
す
る

知
識
や
必
要
な
雇
用
に
関
す
る
配
慮
事

項
等
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
の
皆
様
に

周
知
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況

に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
精
神
障
害
者
の
雇
用
に

関
す
る
事
業
主
向
け
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
助
言
、
情
報
提
供
や
専
門
機
関
の

あ
っ
せ
ん
、
普
及
・
啓
発
等
を
実
施
し
、

事
業
主
の
皆
様
へ
の
精
神
障
害
者
雇
用

の
支
援
を
い
た
し
ま
す
。

〔
事
業
の
内
容
〕

事
業
主
向
け
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

相
談
窓
口
対
応
、
事
業
者
訪
問
、
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
、
事
業
主
が
集
ま
る
機
会

の
活
用
等
を
通
じ
て
、
以
下
の
こ
と
を

行
な
い
ま
す
。

★
精
神
障
害
者
の
雇
用
に
関
す
る
助

言
・
情
報
の
提
供
★
相
談
内
容
に
応
じ

た
支
援
機
関
の
あ
っ
せ
ん
、
連
絡
調
整

★
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
精
神
障

害
者
の
把
握
・
確
認
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
周
知

詳
細
は

本
会
連
携
支
援
部

精
神
障
害
者
雇
用
相
談
員

℡
０
４
３
・
２
４
２
・
３
２
７
７

「
中
小
会
社
・
有
限
会
社
の
新
会
社

法
」
特
別
頒
布
の
お
知
ら
せ

本
書
は
、
こ
の
ほ
ど
施
行
さ
れ
た
新

会
社
法
に
お
け
る
中
小
会
社
、
と
く
に

特
例
有
限
会
社
・
合
同
会
社
等
に
つ
い

て
法
務
省
の
立
案
担
当
官
が
解
説
し
た

も
の
で
、
中
小
会
社
に
適
用
さ
れ
る
法

制
度
を
理
解
す
る
た
め
の
必
携
書
で
す
。

新
会
社
法
の
施
行
に
伴
い
、
株
式
会

社
と
有
限
会
社
制
度
が
統
合
さ
れ
、
株

式
会
社
に
は
会
社
法
の
み
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
有
限
会
社
に
つ

い
て
は
会
社
法
の
規
律
一
部
変
更
を
加

え
て
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
「
会
社
法
」

「
整
備
法
」「
政
令
」
の
規
律
を
す
べ
て

確
認
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
。
本
書

は
立
案
担
当
者
が
執
筆
し
た
も
の
で
、

中
小
会
社
に
と
っ
て
は
必
携
の
書
で
す
。

■
体
裁
　
Ａ
５
判
、
５
６
６
謨

■
定
価
　
３
５
７
０
円
（
税
込
）

■
頒
布
価
格
　
３
２
０
０
円
（
税
込
）

■
申
込
締
切
　
５
月
31
日

■
納
本
　
注
文
を
受
け
次
第
、
順
次
発

行
元
よ
り
、
請
求
書
、
郵
便
振
替
用
紙

を
添
え
て
発
送
し
ま
す
。

■
申
込
　
本
会
総
務
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
３
・
２
４
２
・
３
２
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
３
・
２
４
７
・
８
４
１
０

新
京
成
線
は
松
戸
と
京
成
津
田
沼
間

26
誅
誡
（
直
線
距
離
で
は
13
誅
誡
）
を

40
分
で
結
ぶ
。
八
柱
駅
は
松
戸
市
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
、
Ｊ
Ｒ
の
新
八
柱
駅

と
合
わ
せ
る
と
乗
降
客
数
は
１
日
８
万

３
０
０
０
人
で
松
戸
市
第
２
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
。

駅
周
辺
に
は
ス
ー
パ
ー
、
飲
食
店
、

進
学
塾
等
で
賑
っ
て
い
る
。
駅
の
北
部

に
21
世
紀
の
森
と
ホ
ー
ル
、
博
物
館
、

図
書
館
、
南
に
は
八
柱
霊
園
。
東
西
に

常
盤
平
か
ら
稔
台
ま
で
の
閑
静
な
住
宅

街
が
広
が
っ
て
い
る
。

from
the
editor

ま
た
、
情
報
発
信
事
業
の
担
当
に
な

り
ま
し
た
。
皆
様
の
お
役
に
立
つ
広
報

誌
を
目
指
し
て
、
こ
の
１
年
間
鋭
意
努

力
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
の
組
合
が
新
聞
や
雑
誌

に
紹
介
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
コ

ピ
ー
を
本
会
業
務
推
進
部
ま
で
送
付
下

さ
い
。
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

E-m
ail:

funatogaw
a@
chuokai-chiba.or.jp
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■景　　況■

上
回
り
数
量
的
に
は
上
向
い
た
。

■
電
気
鍍
金

【
県
下
全
域
】

年
度
末
の
た
め
幾
分
受
注
量
は
増
加

し
て
き
て
い
る
が
、
新
年
度
に
入
る
と

例
年
受
注
量
が
減
少
す
る
の
で
、
４
〜

６
月
の
収
益
が
心
配
さ
れ
る
。

■
鉄
工

【
千
葉
】

企
業
間
で
バ
ラ
つ
き
が
見
ら
れ
る
も

の
の
総
じ
て
順
調
。

■
機
械
金
属
製
造
他
異
業
種

【
流
山
】

３
月
は
前
月
及
び
前
年
同
月
比
と
も

決
算
等
の
影
響
で
悪
化
の
傾
向
。
大
企

業
の
景
況
感
は
良
い
が
、
中
小
製
造
業

は
未
だ
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
。

■
採
石

【
県
下
全
域
】

公
共
事
業
縮
減
で
改
善
な
し
。
出
荷

状
況
全
く
変
化
な
し
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
卸

【
県
下
全
域
】

古
紙
価
格
若
干
上
昇
。
鉄
・
非
鉄
金

属
も
好
調
を
キ
ー
プ
し
て
い
る
。

■
建
築
材
料
卸
売

【
県
下
全
域
】

セ
メ
ン
ト
建
設
関
連
に
は
景
気
回
復

は
感
じ
ら
れ
な
い
。

官
公
需
の
厳
し
い
落
ち
込
み
を
民
需

で
は
支
え
き
れ
な
い
様
相
で
あ
る
。
耐

震
偽
装
問
題
か
ら
建
築
確
認
が
遅
れ
、

着
工
ず
れ
込
み
が
出
て
き
て
い
る
。
底

は
ま
だ
見
え
な
い
の
が
本
当
の
と
こ
ろ

で
あ
る
。

値
上
げ
攻
勢
は
依
然
続
い
て
い
る
。

量
は
望
め
な
い
の
で
手
取
り
収
益
重
視

の
販
売
が
続
く
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
値

上
げ
を
更
に
継
続
し
、
収
益
回
復
を
図

面
で
続
く
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

■
小
売

【
東
金
】

新
入
学
関
連
商
品
は
、
ま
ず
ま
ず
の

売
上
を
示
し
て
い
る
。
月
末
に
勢
い
が

ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
っ
た
。
全
体
的
に
は

今
月
は
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
。

■
小
売

【
野
田
】

月
初
め
か
ら
低
迷
し
て
い
た
が
、
春

休
み
に
入
り
、
入
学
や
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー

関
連
の
商
品
を
中
心
に
売
上
が
伸
び
た
。

■
農
業
機
械
販
売
整
備

【
県
下
全
域
】

農
水
省
の
レ
ポ
ー
ト
「
我
が
国
の
食

料
自
給
率
と
向
上
」
を
受
け
、
業
界
は
、

国
産
農
産
物
の
消
費
拡
大
、
地
産
地
消
、

担
い
手
の
育
成
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
、
農

地
の
再
活
用
、
株
式
会
社
の
農
業
参
入

促
進
な
ど
の
構
造
的
改
革
の
時
代
に
ど

う
対
応
す
る
の
か
、
組
合
と
し
て
の
鼎

の
軽
重
が
問
わ
れ
る
。

■
小
売
･
サ
ー
ビ
ス

【
銚
子
】

先
月
よ
り
も
悪
い
。

■
小
売
･
サ
ー
ビ
ス

【
習
志
野
】

国
の
景
気
上
昇
の
発
表
と
現
実
の
商

業
景
気
と
は
隔
た
り
が
あ
る
。

■
小
売
･
サ
ー
ビ
ス

【
千
葉
】

期
末
で
各
企
業
と
も
活
発
な
動
き
で

多
忙
。
反
面
、
歓
送
迎
会
、
入
学
式
、

卒
業
式
等
の
会
合
、
諸
会
議
の
利
用
が

多
く
ホ
テ
ル
、
飲
食
関
係
は
売
上
を
伸

ば
し
て
い
る
。

■
建
設
揚
重

【
県
下
全
域
】

需
要
旺
盛
、
価
格
も
若
干
動
き
あ
り
。

■
旅
館

【
勝
浦
】

少
し
ず
つ
良
く
な
っ
て
い
る
。

■
遊
覧
船

【
鴨
川
】

１
、
２
月
の
寒
波
の
余
波
で
花
の
咲

く
時
期
が
遅
れ
た
の
と
、
３
月
は
予
定

通
り
の
客
が
動
き
、
日
帰
り
客
も
増
加

し
、
さ
ら
に
欠
航
が
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
乗
船
客
が
増
加
し
た
。

■
建
物
サ
ー
ビ
ス

【
県
下
全
域
】

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
大
手
企
業

が
指
定
管
理
者
と
な
り
、
そ
の
下
請
け

に
入
れ
る
企
業
は
い
い
が
、
大
手
企
業

の
子
会
社
も
一
緒
に
つ
い
て
く
る
た
め

に
受
注
額
が
減
少
し
、
千
葉
の
企
業
は

大
変
だ
と
思
う
。

■
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

【
県
下
全
域
】

ゆ
る
や
か
に
好
転
し
て
い
る
。

■
建
設

【
県
下
全
域
】

当
連
合
会
加
入
組
合
員
の
官
公
庁

（
国
、
県
、
市
町
村
）
か
ら
の
受
注
金
額

は
46
億
７
１
０
０
万
円
で
あ
っ
た
。
前

月
比
で
は
21
億
４
０
０
万
円
の
増
加
、

前
年
同
月
比
で
は
22
億
４
０
０
万
円
の

減
少
で
あ
っ
た
。

■
貨
物
運
送

【
野
田
】

大
手
企
業
で
は
増
益
の
報
告
を
多
く

聞
く
が
、
そ
れ
ら
は
雇
用
や
下
請
け
へ

の
し
わ
寄
せ
に
よ
る
こ
と
が
大
き
い
と

感
じ
ら
れ
る
。
未
だ
軽
油
値
上
げ
や
Ｐ

Ｍ
法
車
両
入
れ
替
え
に
対
す
る
運
賃
へ

の
反
映
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
作
業
の
多
様
化
に
よ
り
人

件
費
が
と
も
す
る
と
増
加
し
そ
う
な
兆

し
も
あ
る
。

■
味
噌
製
造

【
県
下
全
域
】

ほ
ん
の
少
し
好
転
し
た
。

■
そ
の
他
繊
維
製
造

【
県
下
全
域
】

年
度
末
な
の
で
、
３
月
い
っ
ぱ
い
完

了
の
注
文
が
多
く
、
や
り
く
り
が
大
変

で
あ
る
。
４
月
以
降
の
仕
事
が
少
な
い

の
が
不
安
で
あ
る
。

■
製
材

【
県
下
全
域
】

素
材
、
製
材
品
と
も
に
取
引
は
低
調

に
推
移
し
て
い
る
。
特
に
素
材
は
、
並

材
が
完
全
な
コ
ス
ト
割
れ
状
態
が
続
い

て
お
り
出
材
が
少
な
い
。
製
材
は
在
庫

整
理
が
進
ま
ず
、
注
文
の
手
持
ち
の
な

い
も
の
を
そ
ろ
え
る
た
め
ス
ポ
ッ
ト
的

取
引
が
主
流
。

そ
う
い
っ
た
中
、
県
外
資
本
の
建
材

中
堅
の
進
出
が
う
わ
さ
さ
れ
て
お
り
、

新
た
な
客
を
呼
ぶ
き
っ
か
け
に
な
る
が
、

既
存
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
と
ら
れ
る
か
先

行
き
不
透
明
で
あ
る
。

■
印
刷

【
千
葉
】

世
に
言
う
好
況
は
末
端
に
は
及
ん
で

い
な
い
。
官
公
庁
の
年
度
末
需
要
は
期

待
外
れ
で
業
者
各
社
が
困
窮
し
て
い
る
。

県
の
発
注
方
式
に
つ
い
て
陳
情
・
打
合

せ
に
管
財
課
を
訪
問
し
た
。
厳
し
い
時

代
に
な
っ
て
き
た
。

■
生
コ
ン
製
造

【
県
下
全
域
】

前
年
同
月
比
及
び
累
計
で
も
前
年
を

情
報
連
絡
員
報
告
を
中
心
と
し
た

県
内
の
中
小
企
業
動
向

＆
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
３
月

る
し
か
な
い
。
組
合
取
扱
数
量
は
今
年

度
想
定
計
画
を
上
回
り
推
移
し
て
い
る
。

来
年
度
も
同
程
度
の
組
合
事
業
は
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

■
自
動
車
解
体

【
県
下
全
域
】

相
変
わ
ら
ず
使
用
済
み
車
の
仕
入
れ

価
格
は
高
い
も
の
の
、
各
社
と
も
入
庫

台
数
が
前
年
同
月
比
で
増
え
て
お
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
法
始
ま
っ
て
以
来
の
好
調

な
入
庫
と
な
っ
た
模
様
だ
。

国
内
部
品
市
場
も
、
３
月
は
比
較
的

流
通
量
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
業
界
内

に
は
久
し
ぶ
り
に
い
い
雰
囲
気
が
漂
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
入
庫
台
数
が
回
復

し
な
い
事
業
者
も
お
り
、
自
動
車
解
体

業
界
に
も
優
勝
劣
敗
の
格
差
社
会
が
出

現
し
つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

■
小
売

【
柏
】

軽
衣
料
を
中
心
に
、
昨
年
よ
り
は
良

い
。
新
入
学
、
新
社
会
人
関
連
の
商
品

は
、
前
年
並
み
で
推
移
し
た
。

■
電
気
機
器
小
売

【
県
下
全
域
】

薄
型
テ
レ
ビ
が
日
刊
紙
で
07
年
度
イ

ン
チ
当
た
り
５
０
０
０
円
に
な
る
と
大

き
く
報
道
さ
れ
、
需
要
に
大
き
な
ブ

レ
ー
キ
。
好
調
が
失
速
し
た
。

■
中
古
車
販
売

【
県
下
全
域
】

相
場
弱
含
み
必
至
の
情
勢
で
デ
ィ

ラ
ー
各
社
を
中
心
と
し
た
在
庫
調
整
が

加
速
、
仕
入
れ
セ
ー
ブ
に
傾
き
、
売
り

一
色
の
流
れ
が
強
ま
る
。

軽
自
動
車
の
突
出
で
期
待
を
か
け
に

く
い
展
開
に
な
り
、
直
販
は
厳
し
い
局

平
成
17
年
度
組
合
設
立
指
導
状
況

蘚

【
八
柱
駅
】
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